
令和７（2025）年度版 かわさき環境白書

令和７（2025）年12月 川崎市

～令和６(2024)年度における主な個別計画の取組状況と環境施策の動向～



は じ め に
本市の環境施策に関するあゆみに
ついてはこちらを御参照ください

本市は、環境基本条例に基づく環境基本計画を平成６（1994 ）年に全国に先駆けて策定し、時代の変化に応じ
て変遷する環境問題に対応するため、これまで３度の改定を行い、総合的かつ計画的に環境行政を推進してまいり
ました。令和３（2021 ）年２月の改定において、「豊かな未来を創造する地球環境都市かわさきへ」をめざすべ
き環境像として掲げ、現在、取組を推進しております。

昨年、本市では市制100 周年を迎え、「全国都市緑化かわさきフェア」をはじめ、環境に資する様々な取組を進
めてまいりました。また本年4月からは、新築住宅や建築物に対し太陽光発電設備の設置を義務化する等、再生可
能エネルギーの普及拡大や地産地消の取組を通じたこれまでにない再生可能エネルギーの社会実装モデルを構築し
てまいります。

今後も「持続可能な開発目標（SDGs）」の考え方を基本に、脱炭素化や自然共生をはじめとする環境に係る取
組が、防災対策や産業振興、健康維持などの多様な地域課題の解決にもつながるといった複合的な視点を踏まえ、
市民・事業者の皆さまの御理解・御協力を得ながら、全市で一丸となってチャレンジしてまいります。

本書は、環境基本計画と地球温暖化対策推進基本計画など環境分野における個別計画の進行管理を一体化し、環
境分野全体の取組や状況をより分かりやすく皆さまに御提供するために、かわさき環境白書として、とりまとめて
おります。

本書を御覧いただきまして、本市の環境施策を御理解いただければ幸いに存じます。

(2025) 12

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://eri-kawasaki.jp/publication/
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Ⅰ 環境基本計画の概要

─ ≠↑

ḭ ḭ
ḭ

︡ḭ ︣
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ḭקּ
︡ ḭ川崎市

環境基本計画ṕ ṡ ṢṖ

を全国に先駆けて策定︡ḭ
︡ קּ ︡ Ḯ令和３（2021 ）

年２月 ḭ
ḭ環境基本計画を改定︡נּ ︡ Ḯ

וֹ ḭ
ṕ ṡ ṢṖ

︠︣ פּ ︡ ךּ
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Ⅰ 環境基本計画の概要

国の計画

環境基本計画
循環型社会形
成推進基本計画
地球温暖化対策計画
気候変動適応計画
生物多様性国家戦略
水循環基本計画 等

川崎市総合計画 関連する
他分野の計画等

かわさき産業振興ﾌﾟﾗﾝ
川崎市都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝ
臨海部ビジョン
川崎市上下水道ビジョン
川崎市地域防災計画

川崎市地域包括ケアシス
テム推進ビジョン 等

環境分野の主な個別計画

川崎市
環境基本計画

2

〈脱炭素化〉
・地球温暖化対策
推進基本計画

〈自然共生〉
・緑の基本計画

・生物多様性かわさ
き戦略

〈大気や水など
の環境保全〉

・大気・水環境計画

〈資源循環〉
・一般廃棄物処理
基本計画

・産業廃棄物処理
指導計画

（R４にSDGs推進方針を統合）

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000107372.html


─

「めざすべき環境像」 ḭ「基本方針」וֹ 「環境要素ごとの目標」 ︡ḭ
「環境政策の目標」 ︡ וֹ ךּ ︣Ḯ

ḭ צּ קּ 「基本的施策」 ︡ ḭṡוֹ Ṣ
︣ ḭ ︡ כֿשּךּ ︡ ךּ ︣Ḯ
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・長期的な目標や施策の大綱などを提示
・各分野の主な施策を提示するとともに、環境分野間の連携、経済・社会をはじめと
する他分野との統合的施策などの横断的な視点を提示

・環境施策の全体像を概括的にわかりやすく、かつ、骨太に表現

・主要な環境分野（地球温暖化対策、緑、大気・水環境、廃棄物など）の個別計画
による取組の推進

・各分野の理念や目標、施策体系、具体的な施策などを網羅的に提示

環境基本計画の役割

個別計画の役割

役割分担の明確化

≤ ─

ḭ ḱ ︡ ףּ ḭ ḱ
אל קּ ︡ Ḯ ḭ ḭṡנּ ṕSDGsṖṢ

וֹ ḱ ḱ ḭ
צּ ךּ ︣Ḯ
כֿ לּ ḭנּ לּ 環境基本計画と個別計画の役割分担を整理、明確化

︡ ךּ ︣Ḯ

ₒ ≤ ─ ₓ
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Ⅱ 計画の推進

─

ḱ ḱ ḭ ︣
ḭ קּ אל 「川崎市環境行政・温暖化対策推進総合調整会議」に

より、取組 ︡ ︣Ḯ
ḭ אל 「川崎市環境審議会」 ḭ פּ

ךּ ︣ ḭפּ ︣ ךּ פּ
פּ ḭךּ 年次報告書による環境基本計画の進行管

理を行います。

ₒ ─ ₓ
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─ ─ ה
︡ ḭ ḱ ︡ḭ ︣

ḭ ךּ ḭ市総合計画及び個別計画等の進捗や参考指標の達
成状況等を踏まえながら、 פֿ ךּ ︣Ḯ

─

第１章 環境基本計画 年次報告
Ⅱ 計画の推進

┼─
כֿ וֹףּ ךּ ḭ פֿ
︡ḭ Ṅ ︡ קּ ︡ ḭצּ ḭ

環境分野の主な個別計画の進行管理を一体化し、環境白書として統合します。
טּ ḭ

市総合計画における環境基本計画
関連評価結果などを含めた環境全
体の概括 ḭ

写真や図表を活用し、
一体的に見せることで、環境分野
全体の状況をより分かりやすく示
す ︡ ︣Ḯ

ₒ ─▬ⱷכ☺ₓ
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Ⅲ 環境要素ごとの目標達成に
向けた進捗状況

ḭ ḭקּ ︣ Ệ ṕ「脱炭素
化」「自然共生」「大気や水などの環境保全」「資源循環」Ṗ ךּ ḭ

︣ ḭ主要な個別計画から特に重要な指標等を参考指標として活用︡ḭ
ךּ ︣Ḯ

４ 資源循環

３ 大気や水などの環境保全

２ 自然共生

１ 脱炭素化

第１章 環境基本計画 年次報告
Ⅲ 環境要素ごとの目標達成に向けた

進捗状況
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ừ ●☻ ₡ 25 2013 2,383 ♩fi- CO2₢

╘↨∆

 12 2030 ╕≢⌐
25 2013 50

   1990 57

ừ ◄Ⱡꜟ◑כ

₡ 2020 20.5 kW₢

╘↨∆

12 2030 ╕≢⌐33 kW
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［関連する
ＳＤＧｓのゴール］

施策の方向性

基本的施策 ─ ⌐ ↑≡ ─ ⌐ ╡ ╗

︢ ףּ ḭ טּ כֿ ḭּט
︡ḭ אל כֿ צּ ︣Ḯ
וֹ ḭ ḱ טּ ṡ ḱ ḱ

ḭ ךּ ḱ צּ כֿךּ Ṣ ḭנּ ḱ צּ
אל ṇ ︡ḭ ṇ ṕ Ṗ אל ḭ ︣

ḱ ṇ צּ אל כֿ ︡ ︣Ḯ
ḭ ḱ טּ צּ ︡ ︡ḭ

︡ וֹךּ ḭלּ ḱ צּ ︣Ḯ
ḭ צּ ︡ קּ

ףּ ḭ נּ ḭ ︡ ︣Ḯ
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施策名

ừ ⅛╠─ ─

ừ ◄Ⱡꜟ◑כ ─ ≤◄Ⱡꜟ◑כ─

ừ ─ ┼─
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Ệ(2022) ṕ Ṗ ḭ2,019 ỹ-CO2

ḭ平成25 （2013 ）年度と比較して▲364 万t -CO2（▲15.3% ）削減 ךּ
︣Ḯ
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─

ₒ ◄Ⱡꜟ◑כ ₓ 11

וֹףּ 再生可能エネルギー導入量は、約23.6 万kWṕ 5ṕ20 23Ṗ
Ṗ ףּ ḭ 1.9 kW ︡ ︡ Ḯ
ḭףּ ḭ 18ṕ2006Ṗ פּ

︡ ףּ ḭ住宅用太陽光発電設備導入実績については117 件、636 kWṕ 6
ṕ2024Ṗ Ṗ ךּ ︣Ḯ
אל ḭ ךּ ḭ ḭךּ
כֿ 136 ︡ ךּ ︣ṕ 6ṕ2024Ṗ ṖḮ
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Å ệṕ2023Ṗ ễ Ỉṕ2024Ṗ ễ ḭנּ
וֹ ךּ ḭ

ḱ ḭ ỉṕ2025Ṗ Ệ פּ ︡ ךּ ︣Ḯ
Å ṇ ḱ וֹ ḭ

ḭ ︣ ḭ ṡ
Ṣ Ỉ(2024Ṗ ︡ ︡ Ḯ

Å 7ṕ2025Ṗ ךּףּ ḭ ḭנּלּ קּ קּ ︡ ךּ
︣Ḯ

⁸ ─ ⌐ ╡ ╪≢™╕∆

12
令和７年度補助金ガイドブック令和７年度施行の設置義務化パンフレット
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Å Ỉṕ2024Ṗ Ệ פּ ḭ 167 201 ḭ
ṇṕֿפ Ṗ ︡ ḭ ṇ ︣ ḭ
︢ ṇ ṇ ︢ ︣ ḭ

︡ ︣Ḯ

⅜כ☺♫◄ ⅛╠ ╩

↔╖⅛╠ ∫√ fiכꜞ◓ ╩ ⇔≡™╕∆
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Å וֹ ︡ ḭ ṡלּ ṇ
Ṣ 7 7 פּ ︡ ︡ Ḯ פּ ḱ ︡ שּךּ
︣Ḯ

スクール発電所 （久本小学校屋上）



ừ ה ─

₡ 28 2016 │ 241ha⁸ │ 368ha₢

╘↨∆ 2027 ╕≢⌐ │300ha⁸ │343ha

ừ

₡ 28 2016 776ha₢

╘↨∆ 2027 ╕≢⌐830ha

ừ ⌐⅔↑╢

₡ 28 2016 957ha₢

╘↨∆ 2027 ╕≢⌐1,082ha

─ ⁸ ⁸ ┘ ╩ ╡⁸ ≤ ─Ⱡ♇♩꞉כ◒╩
⌐ →⁸ ╩ ∆╢⌂≥⁸ ≤ ⅜ ⇔√
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［関連するＳＤＧｓのゴール］

施策の方向性

ḭ ︣ ḭ ︢ ︣ ḭ
︣Ḯֿכ ḱ ḱ ḱ

קּ ḭ ︡ ḱ ḱ וֹ ︣
ḭ ṇ ḱ ︣Ḯ

   ḭ ︣ ḱ ḱ ḭוֹ ḭ
קּ נּטּ ︡ ︣Ḯאל ḭ

ḭ ḭנּ ︡
ךּ ḭ צּ ︡ ︣Ḯ

כֿ   פּ ︣ כֿ ḭ צּ ︣
וֹףּ Ṅ ḭ טּ שּ ︡ḭ טּ ṡ
ṇ Ṣ בֿ קּךּ ︣Ḯ
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基本的施策 ≤ ⅜ ⇔√ ─ ⌐ ╡ ╗

ừ ─ ה ה ┘

ừ ≤ ─Ⱡ♇♩꞉כ◒─ ה

ừ ─

施策名
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טּ 300ha ︡ḭ 6ṕ2024Ṗ ḭ
施策により保全されている緑地面積※は約254ha ︣Ḯ

農地の保全面積 טּ 343ha ︡ḭ352ha ךּ ︣Ḯ

β県保安林を含む
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▬

公園面積 טּ 830ha
︡ḭ 6ṕ2024Ṗ

ḭ807ha ךּ
︣Ḯ

► ⌐⅔↑╢

市街地における緑化地面積
טּ 1,082ha ︡ḭ 6
ṕ2024Ṗ
ḭ987 ha ךּ ︣Ḯ
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♩Ⱨ♇◒☻

⅛╦↕⅝ⱨ▼▪ ⇔╕⇔√
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詳しくはこちら

6ṕ2024Ṗ ḭ 100 ḭנּ ︡ ḭ
טּ ṡ Ệể פּ קּאל Ṣ Ễ ︡ ︡ Ḯ
ṡ ḭ בֿ Ḯ ḭצּ צּ ḮṢ ṇ ḭ ễ ︡ ḭ川

崎らしい都市の中のみどりの価値を発信︣ ḭ多くの地域団体・企業の方々や川崎の未来を担う多くの
子どもたちと一緒 ︡ Ḯ

100 וֹ ḭ צּ ︡ ḭ ︡ שּ︣ וֹ ךּ
שּ ḭ都市の中で自然を感じて共に暮らす新たなライフスタイルを提案︡ ︡ Ḯ

18

富士見公園会場 等々力緑地会場 生田緑地会場

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/26-8-20-0-0-0-0-0-0-0.html


ṡ צּ Ṣṡ צּ Ṣṡ ︡פּ שּ Ṣ ễ
צּ ︣ כֿ ḭ ṇ ḱ
ךּ ḭ ḭ ḱ ḭ ḱ

ṇ ḭ ḭ ḱ
בֿ כֿ ḭ人と自然が共生する幸福な社会を実現︡ קּךּ ︣Ḯ
︡ ḭ ṡ ︡ נּ פּ Ṣ

ṡ צּ ︡ שּ Ṣ בֿ כֿ ḭ自然と都市が
共に成長する持続可能な好循環

︡ קּךּ ︣Ḯ
ễ
אל ḭ

צּ ︡ḭ
כֿ צּ טּ ḭ

ךּףּ
︡ḭ אל שּךּ
ṕみどりのマネジメントṖ שּ
צּ ︣Ḯ

פּ קּאל ṡ KAWASAKI Ṣ וֹ ḭ ︣ קּ
︡ḭ צּ ḭ ︡ קּךּ ︣Ḯ
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─100 ⌐ ↑≡⁸ ≤∆═⅝₈╖≥╡─ ₉─ ⅜╕≤╕╡╕⇔√

פּ ḭ ︣ ḭ פּ
緑のつながり בֿ ḭקּ ṇ ︡ קּךּ ︣Ḯ
ḭ ḭּפ קּאל ︡ ḭ
︢ 人のつながり אל בֿ ךּ ︣Ḯ
︡ ḭ צּ ḭ ︣ ḭ

כֿ︣ ḭ ḭ ḱ
ḭみどりを活かしたまちづくりשּךּ קּךּ ︣Ḯ

צּ צּ צּ טּ ḭ ︡פּ שּ
שּ ︣ כֿ ḭ קּ ︡ḭאל
ḭ בֿ ךּ ︣Ḯ

ᶞᶈᶩᶍ (∏֪

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

ṡ צּ Ṣṡ צּ Ṣṡ ︡פּ שּ Ṣּפ
︡ḭ צּ ︡ וֹ ︡ ︣Ḯ

᷈ḻḃḟḐ

᷈ḻḃḟḐḷᴻḑ

ᶹḩᴻḀ

2050 ֩ ֪ ᶍ ᵸ

ᴾכקᴆכᴂכײפקכᴃᴄᴁ״׳׳שְְןᴿ
ᶞᶈᶩᶆᴲᶃᶉᵱᶪᴳᶞᶲᶉᵫᴲᶃᶉᵫᶪᴳ

פּ פּ ḭ צּ צּ ךּ ︣
צּ ḭ קּ צּ ︡ נּ צּ אל ךּ ︣

︢ ḭ ḭ ḭאל ︠ צּ צּ צּ ךּ ︣
צּ ḭ צּ ︡ḭ ︡פּ שּ צּ אל ךּ ︣
צּ קּ ︡ḭ צּ ︡ וֹ

ךּ ︣
צּ ︣ צּ ︡ ךּ ︣

ᶉ ᵧ

https://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000181078.html


ừ ─ 0.04ppm ╩ ⇔√ ─
₡ 1 2020 58.8 ₢

╘↨∆ 12 2030 77.8 

ừPM2.5─ ╩ ⇔√ ─ ₡ 1 2020 100 ₢

╘↨∆ 12 2030 100 

ừ ☻⸗♇◓ ─ ₡ 1 2020 ₢

╘↨∆ 12 2030  

ừ ○◐◦♄fi♩

₡ 1 2020 0.0106 ppm 2 ₢

╘↨∆ 12 2030 0.0103 ppm 2

*1 ה ( ) ─ ╩ *2 ─

╛ ⌂≥─⅝╣™↕╛ ╩ ╢≤≤╙⌐⁸ ⌐╟╢
ꜞ☻◒╩ ↕∑╢⌂≥⁸ ⌂╢ ─ ╩╘↨∆

╛ ⌂≥─
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NOＸ

NOＸ NOＸ

NOＸ

NOＸ

NOＸ

NOＸ
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╛ ⌂≥─

ừ ─BOD ┘ ─COD─ ─ ─

₡ 1 2020 100 ₢

╘↨∆ 12 2030 100 

ừ₈⅝╣™⌂ ₉─ ─ ─

₡ 1 2020 75 ₢

╘↨∆ 12 2030 100 

ừPRTR ⅛╠ ↕╣╢ ─

₡ 1 2019 965 t₢

╘↨∆ 11 2029 965 t

ừ ─ ╛ ⁸ ─⅝╣™↕─ ⅛╦↕⅝ ▪fi◔₈♩כ ─ ₉

₡ 1 28 2016 2020 52.9 2₢

╘↨∆ 12 2026 2030 55.0 2

ה 1* ( ) ─ ╩

*2₈ ⇔≡™╢₉₈╕№ ⇔≡™╢₉─ ─ ─
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וֹףּ ḭ ךּ צּ
טּ כḭֿצּ︣ ḭ שּ ḭ שּקּ אל קּ ךּ ︣Ḯ
ךּףּ ḭ וֹ ḭ קּ ḭקּ ḭ ḭ ḭ
ḭ ḭ ḭ ךּ ḭ שּ ︣Ḯ ḭ

︣ וֹ ḭ נּ
ḭ ḱ ḭ ḱ ḭ

וֹ ︡ ︣Ḯ
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╛ ⌂≥─

施策内容

基本的施策 ⌐ ╠∑╢ ╛ ⌂≥─ ≠ↄ╡⌐ ╡ ╗

施策名

ừ ⌂ ─ ┘

ừ ⌂ ─ ┘

ừ ⌂ ─

［関連するＳＤＧｓのゴール］

22



─

▪ ─ 0.04ppm ╩ ⇔√ ─

Ỉṕ2024Ṗ 18
16 局 環境基準下限値(0.04ppm)
を達成（88.9% 達成）︡ ︡ Ḯ

︡ḭ ệṕ2023Ṗ
︡ ︡ ︡ Ḯ
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╛ ⌂≥─

【二酸化窒素の環境基準下限値達成率】

23

▬ PM2.5─ ╩ ⇔√ ─

Ỉṕ2024Ṗ ḭ全17
局で環境基準を達成︡ ︡ Ḯ

【PM2.5の環境基準達成率】
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► ☻⸗♇◓ ─
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╛ ⌂≥─

─

צּ אל
Ệ פּ 10

︡
טּ 光化学オキシダント環境改善評

価指標値ṕ ễ Ṗ ḭ
Ỉṕ2024Ṗ

0.0103 ppm  ḭ 5ṕ2023Ṗ
︡ ︡ ︡ Ḯ

צּ
︣ 光化学スモッグ注意

報 ḭ Ỉṕ2024Ṗ ９日
発令אל ḭ 5ṕ2023Ṗ
︡ ︡ ︡ Ḯ

◄ ○◐◦♄fi♩

【市内の光化学スモッグ注意報の発令日数の推移】

【光化学オキシダント環境改善評価指標値の経年推移】
24
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Ỉṕ2024Ṗ ḭ４地点
全てで「きれいな水」の指標魚種
の生息を確認︡ ︡ Ḯ

○ ─BOD ┘ ─COD─ ─ ─

Ỉṕ2024Ṗ 河川のBOD ךּ ḭ12 地点全てで環境基準値に適合︡ ︡ Ḯ
ḭ運河部のCOD ךּ ３地点全てで環境基準値に適合︡ ︡ Ḯ
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╛ ⌂≥─

─

◌ ₈⅝╣™⌂ ₉─ ─ ─

【河川ＢＯＤ環境基準値適合地点数】 【運河部ＣＯＤ環境基準値適合地点数】

【きれいな水の指標魚種生息地点数】 25

（指標魚種）
2024年度に確認したアユ

12 12 12 12 12 12 12 12 12 12

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

2

4

6

8

10

12

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24
（年度）

適合地点数 不適合地点数（地点数）

3 3 3 3 3 3 3 3 3 3

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0

1

2

3

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（地点数）

（年度）

適合地点数 不適合地点数

4 4
3

4 4
3

4 4
3

4

0 0
1

0 0
1

0 0
1

0

0

1

2

3

4

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

（地点数）

（年度）

生息地点数 未生息地点数



38.8 39.9 41.0 42.1 42.6 43.1 43.5 43.4 43.0 43.3 43.7 44.0 44.4 44.8 

6.5 7.0 7.5 7.8 8.4 9.1 9.4 9.4 9.6 9.6 9.7 10.1 10.5 10.5

0

10

20

30

40

50

60

( )

(Ṿ) ︡ ךּ טּ ︡ ךּ

◐ PRTR ⅛╠ ↕╣╢ ─

 ệṕ2023Ṗ ẑ1 PRTR
פּ אל 第一種指定化学

物質※2の総排出量は872t （継続物質
※3では746t ） ḭ Ệṕ2022Ṗ

︡ ḭ 59t ṕ
62t Ṗ︡ ךּ ︣Ḯ

◒ ─ ╛ ⁸ ─⅝╣™↕─ (⅛╦↕⅝ ▪fi◔₈♩כ ─ ₉)

פּ קּאל ṇ ṡ
Ṣ ỄṌ Ỉ

ṕ2020Ṍ2024Ṗ 市内の空気や
川、海のきれいさの満足度ṕ ệ

Ṗ 55.3 ṡצּ％ ︡ ךּ
Ṣṡ טּ ︡ ךּ Ṣ ︡ḭ

31Ṍ ệṕ2019Ṍ2023Ṗ
︡ ḭ פּ￼ ︡ ︡ Ḯ
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╛ ⌂≥─

─

【市民の空気や川、海のきれいさの満足度の経年推移】

ₒPRTR ─ ─ ₓ

26

※１ 令和５（2023)年度の数値は、令和７（2025）年３月時点
で把握している最新の排出量

※２ 令和５(2023)年度以降、462物質から515物質に変更
※３ 令和５(2023）年度に対象物質の変更があったが、目標設定時

（令和元(2019）年度）から継続して対象となっている物質
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╛ ⌂≥─

♩Ⱨ♇◒☻

⅝↕╦⅛Ⱪ₈▬◌כ▪ꜟ♃☺♦ ₉
►▼Ⱪ◘▬♩╩ ⇔≡™╕∆

27

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

ḭ ḱ ḱ צּ ︡
︡ קּ שּ ḭ

ḭ
וֹ נּ קּ וֹפּ ︣ כֿ

︡ ḭ ṇ ṡּפ קּאל
ểỂỂ Ṣ ︡ ךּ ︣Ḯ

27

サイトトップページ

ṇ ḭ
צּ פּ לּ
ṕ ḭ Ṗ Ṅ

︡ צּ פּ ṇ
ṕ Ṗ ḭפּ

ṕ Ṗḭ
ṡ Ṣṕ Ṗ

︡ 1,550 ︡ ףּ ḭ
ṇ

ךּ ︣Ḯ海苔作りの様子

1976年の川崎市上空1969年の多摩川

市政だより記事 公害情報記事

https://www.digital-archive-env.city.kawasaki.jp/
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╛ ⌂≥─

♩Ⱨ♇◒☻

100 ₈ ─ ≤ ─ ╩ ╡ ╡
╩ ⅎ╢ ₉─ ≤♦☺♃ꜟ

28

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

100 ︡ ḭ市民の環境配慮意識の向上を図り、脱炭素社会の実現などの
未来に向けた行動を起こすきっかけとすること ︡ ḭ Ỉṕ2024Ṗ ỉ פּ
ỉṕ2025Ṗ 4 「川崎の発展と環境の歴史を振り返り未来を考える企画展」
︡ ︡ Ḯ Ệ ︡ḭ来場者数は約２万８千人 ḭ שּ אל
ךּ קּ ︡ Ḯ

ךּ ḭ כֿ קּ ḭלּ ︡ḭ
︡ קּךּ ︣Ḯ

28
企画展展示（カルッツかわさき） 展示を見る子どもたち

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000157236.html


ừ √╡─1 ↔╖ ₡ 2020 902g₢

╘↨∆

2025 ╕≢⌐ 1 √╡─
1 ↔╖ ╩872 ╕≢

ừ↔╖ ₡ 2020 35.8 ♩fi₢

╘↨∆

2025 ╕≢⌐↔╖ ╩
33.0 ♩fi╕≢

ừⱪꜝ☻♅♇◒ ─ ₡ 2020 37.8%₢

╘↨∆

2025 ╕≢⌐ ╩45.0 ╕≢

ꜞ◘▬◒ꜟ │╙≤╟╡⁸╟╡ ⅜ ⌂™ ꜞ
☻כꜙ♦ ☻כꜚꜞה ─ ⌐ ╩ ⅝⁸
╡⌂ↄ↔╖╩≈ↄ╠⌂™⁸ ╩╘↨∆
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［関連するＳＤＧｓのゴール］

施策の方向性

ṕ Ṗ ḭ צּ Ễờṕךּ ṇ ṕ
Ṗḱ ṇ ṕ ṖṖ ḱ ḱ ḱ ︡ḭֿפ
אל ךּ ḭ פֿשּ שּ ḭךּ
צּ ךּ ︣Ḯ

ḭ נּ ︡ ḭ
︡ḭ ḱ ︡ḭ

ךּ ︣Ḯ

第１章 環境基本計画 年次報告
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基本的施策 ┼─ ⅜ ⌂™ ─ ⌐ ╡ ╗

施策名

ừ ─(☻כꜚꜞה☻כꜙ♦ꜞ) ⌂╢

ừ ꜞ◘▬◒ꜟ─ ╛

ừ ⅛≈ ⌂ ≠ↄ╡─

30



998 976 947 933 916 905 902 887 858 820 793
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500,000

600,000

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ÈȱɜÉ

È É

ÈgÉ

─

▪ √╡─
↔╖

Ỉṕ2024Ṗ 市民１人
１日当たりのごみ排出量は793 ｇ
טּ ḭ 820Ử

27g ︡ ︡ Ḯ

▬ ↔╖

6ṕ2024Ṗ ごみ焼却量
は315 ,155 トン טּ ḭ
326,121 10,966
︡ ︡ Ḯ

► ⱪꜝ☻♅♇◒
─

6ṕ2024Ṗ プラス
チック製容器包装の分別率は
41.4% טּ ḭ 40.5 %

0.9% ︡ ︡ Ḯ 【プラスチック製容器包装の分別率の推移】

第１章 環境基本計画 年次報告
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【ごみ焼却量と市民 1 人 1 日当たりのごみ排出量の推移】

31

˲ ǉǦȑǵǛȆ ї

315,155
326,121

370,849

34.4 36.8 35.6 35.8 35.8 35.8 37.8 40.4 40.5 40.5 41.4

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

ÈðÉ

( )



第１章 環境基本計画 年次報告
Ⅲ 環境要素ごとの目標達成に向けた進捗状況

♩Ⱨ♇◒☻

↔╖ ⅜ ⌐⌂╡╕⇔√

ệṕ2023Ṗ פֿ ḭצּ ︡
Ḯֿכ פֿ ךּ וֹ ︣Ḯ
ḭֿפ אל ︡ ḭ Ỉṕ2024Ṗ Ệ פּ ךּףּ

ṡ Ṣ ṡ Ṣ ḭṡ Ṣ
︡ ︡ ︣ ︡ḭ ỉṕ2025Ṗ Ệ פּ ḱ

︡ ךּ ︣Ḯ
Ịṕ2026Ṗ ︡ ︣Ḯ

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

32

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000154533.html
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♩Ⱨ♇◒☻

11 ⅛╠⁸ꜞ♅►ⱶ▬○fi │ ≢
╩ ⇔╕⇔√

ḭ ṇ ḭ ṇ אל ךּ
ḭֿפ אל ךּ צּ

ḭ ︣כֿ טּצּ ︣Ḯ ḭֿפ פֿ צּ
︣ ḭ צּ טּ ︣Ḯ

ỉ 11 פּ ḭֿפ ︡ ︢ ︣ ḭ
צּ אל ṡ Ṣ ︡ ︡ Ḯ

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

33
ごみ収集車の火災

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000176397.html


Ⅳ 基本方針に基づく３つの柱に
係る取組状況

ḭ ḭ ḱ ︢ ︣ ḭ
ḱ ḭ פּ ︣ ḭ基

本方針に基づく横断的・総合的な３つの施策を「基本方針に基づき取り組む３つの柱」と位
置づけḭ ︣ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ

ṑ ș ǟǭẉ Ǳ ǲꜘǏȒ᷂ḢǬǖȑǲׄǘǦ֝ ǵ

基本方針① 力強くしなやかで持続可能な都市づくりに取り組む

᷂Ḣ ș ǞǦȮɨɶɱȢɌɗɶȵɥɱǲǫǱǓȒ֝ ǵ ǯ
ᶮ ̝ǿǵ

基本方針② 川崎の潜在力を活かし、グリーンイノベーションの推進を図る

ṑ ɵἶ ǵ ǯẉ Ǳʺ̱ǯǵӲϐɵ ǵϹὕɵ▌ӓ

基本方針③ これまで培った『協働の精神』を次の世代へ引き継ぐ

34
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環境施策を通じて多様な課題に応える地域づくりに向けた取組の推進柱１

取組の方向性

ḱ ︣ ︡ḭ ︡ḭ
ךּ ḭ ḱ
︣ כֿ ḭנּ ︡ ︣Ḯ
ḭ ḱ ḭ צּ ︣ ḭ

צּ ︡ ︣Ḯ
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♩Ⱨ♇◒☻

35
温度計付き熱中症チラシ

─ √⌂ ╩ ⇔╕⇔√

35

ḭךּ צּ Ṅ טּ ḭ
︡ כֿשּךּ צּ ︣Ḯ ḭ צּ ︡ḭ熱中症

リスクが高くなる夏季の取組を新たに実施しましたḮ

< >
１ ︣ ḱ ︡ḭ温度

計付き熱中症チラシを活用した高齢者への啓発・呼びかけ
２ ṡ צּ אל ︡ תּ ṕ Ḳ כֿ ṕ︣￼ṖṖṢ

וֹ 「ちょこ涼TEKTEK 」の実施
ṕ ṇ ṡּפ TEKTEKṢקּאל Ṗ

３ וֹףּ ṇ ︡
「適応アクション」を策定し、関係局区の熱中症対策に活用

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000167091.html


地域資源を活用したグリーンイノベーションにつながる取組の
推進と国際社会への貢献

柱２

取組の方向性

טּ ︡ ḱ ḭ
צּ שּ ḭ ṇ ṇ צּ

︡ ︣Ḯ
ḭ טּ ︣ ḭ ḭוֹ

︣ ︡ ︣Ḯ
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ךּףּ ḭ官民連携により支援・優遇
ךּ ︣Ḯ



環境教育・学習の推進と多様な主体との協働・連携の充実・強化柱３

取組の方向性

צּ ךּ ḭ ︠︡ שּךּ ḭ
ḭצּ ︡ ︣ ḱ טּ ḭ
ḭ ḭ ḭ Ṅ ḭESDḭSDGs נּ ḭ כֿ
ךּ ḭ ḱ פּ ︡ ︣Ḯ
ḭ ḱ ︡ שּךּ ḭ ḱ צּ
טּ ḭ ḱ וֹ ︡ ︣Ḯאל ḭ

︣ אל ḭ ḱ ︣
ḭ וֹ ︡ ︣Ḯ
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環境教育・学習の推進と多様な主体との協働・連携の充実・強化柱３

第１章 環境基本計画 年次報告
Ⅳ 基本方針に基づく３つの柱に係る取組状況

事業者と連携した探究学習の実施

ṡ שּ
Ṣ ṡּפ קּאל Ṣ ︡ ךּ

Ị צּ ︡ḭ וֹ ḭ פּ
︡ ḭ צּ ︡ Ḯ

כֿ ḭ צּ ḭ צּ
כֿ צּ

קּ וֹפּ ḭ צּ וֹפּקּ ︡ ︡ Ḯ

38

♩Ⱨ♇◒☻

צּ ︣



Ⅴ 令和６年度の進捗状況
第１章 環境基本計画 年次報告

Ⅴ 令和６年度の進捗状況

ẇ 脱炭素化分野の目標ṡ ḭ ︣ כֿ
ṕ Ṗ ︠︣Ṣについては、 Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ ṡ

Ṣ ḭ脱炭素化を基本理念נּ ︡ ḭ川崎市地球温暖化対策の推進に関する条例を
改正し、地球温暖化対策の取組の強化を図っており、順調に進捗︡ ךּ ︣Ḯ

ẇ 自然共生分野の目標ṡ ḭ ḭ ḭ ṇ
ḭבֿ ︣ ḭ צּ ︡ ︠︣Ṣについては、近年の
市街化の進行等の影響を受けつつも、一定の成果が見られています。 ḭ公園空間においてもグ
リーンインフラの取組やインクルーシブな遊びの広場など、多様な施設で多様な人々が交わる新たな
魅力的な空間を提供しています。 ︡ ṡ 41 פּ קּאל Ṣ ḭễ

Ṅ ︢ ︡ ︡ Ḯ

ẇ 大気・水環境分野の目標ṡ קּ אלךּ ḭ
אל ḭ ︠︣Ṣについては、 ︡

צּ אל ḭ טּ ḭצּ︣ Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ 大気・水環境計
画に基づきḭ ṇ ︣ ḭ概ね順調に進捗︡ ךּ ︣Ḯ

ẇ 資源循環分野の目標ṡ ḭ צּ Ễờךּ ḭקּ
פֿשּ שּ ḭךּ ︠︣Ṣについては、 ể ể פֿ
צּ ︣ ḭ概ね順調に進捗︣ ḭ ḭ

צּ ︣ טּ ︣Ḯ Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ 一般廃棄物処理基本計画(第３
期行動計画Ṗ ḭקּ ︣Ḯ
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市総合計画と環境基本計画の関係

＜市総合計画における環境基本計画に関連する主な施策＞

市総合計画における基本政策③「市民生活を豊かにする環境づくり」の中に、環境基本計画
における主要な取組が包含אל ףּ ḭ ṡ Ṣṡ Ṣṡ

Ṣṡ Ṣ Ệ פֿ ỉ ṕễṨểṨểṌễṨễ
ṨỆṖּצ ︡ ךּ ︣Ḯ

基本政策③市民生活を豊かにする環境づくり

政策３-１ 環境に配慮したしくみをつくる

施策３-１-１ 地球環境の保全に向けた取組の推進

政策３-２ 地域環境を守る

施策３-２-１ 地域環境対策の推進

施策３-２-２ 持続可能な循環型のまちをめざした取組の推進

政策３-３ 緑と水の豊かな環境をつくりだす

施策３-３-１ 協働の取組による緑の創出と育成

施策３-３-２ 魅力ある公園緑地等の整備

施策３-３-３ 多摩丘陵の保全

施策３-３-４ 農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進

Ū ӓ

ūẎ ȋ Ǳǰǵ ṑͪЋ

Ŭ ⱦ

ŭ В

ṑḨ ǵ ṑ
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市総合計画における評価制度（全体イメージ）
総合計画の政策体系

施策(３層)

（７４）

事務事業(４層)

（約５７０）

政策(２層)

（２３） 内部評価

例：市域の温室効果ガス排出量
の削減割合など

施策の効果(成果指標等)

例：市域の再エネ導入量

事業実施結果

① 事業実施結果等の達成度を把握

② 施策の推進への寄与度を検証

③ 効率的・効果的なＰＤＣＡサイクルの実現

① 成果指標等の達成度を把握

② 社会経済状況などの外的要因を踏まえて総合的
に分析

③ 事務事業の見直しや次期計画の策定に活用

評価を
毎年実施

評価を
２年に一度

実施

例：地球温暖化の防止など、環境に配慮
した生活を送っている市民の割合

市民の実感指標(市民アンケート)

Plan

DoCheck

Action

Ӣѝ

ʝὑ

Ẏ₦

˗ҵ˗ ↓ Ӣѝ
Ẏ ʣᶥ
ʣᶥ

ʤᶥ
Ẏ ʤᶥ

ḭ ךּ Ễ ḭ ךּ ḭ ︡ ףּ ḭ
שּ ︣ ṕ Ṗ ︡ḭ市総合計画の達成状況等を

市民目線で分かりやすく示すなど、施策・事務事業を単位として進行管理 ךּ ︣Ḯ

外部評価（２年に一度）

評
価

評
価

市民目線・専門的視点で外部評価

川崎市政策評価審査委員会
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וֹףּ 環境基本計画に関連する７つの施策は、 Ị
ḭוֹ ︡ ךּ ︣Ḯ

環境
要素

施策名 指標名（成果指標） 目標・
実績

2022年度

（Ｒ４）
2023年度

（Ｒ５）
2024年度

（Ｒ６）
2025年度

（Ｒ７）
単位

脱
炭
素

地球環境の
保全に向けた
取組の推進

市域の温室効果ガス排出量の削減
割合【1990年度比】

目標 ▲22.1 ▲23.4 ▲24.7 ▲26.0 ％

実績 ▲27.6 ▲25.6 ▲27.9 - ％

市域の温室効果ガス排出量の削減
割合【2013年度比】

目標 ▲8.5 ▲10 ▲11.6 ▲13.1 ％

実績 ▲15.6 ▲12.6 ▲15.3 - ％

市役所の温室効果ガス排出量の削
減割合【2013年度比】

目標 ▲10.9 ▲13.2 ▲15.6 ▲18.5 ％

実績 ▲9 ▲11.1 ▲24.6 - ％

市域の再生可能エネルギー導入量 目標 21 21.6 23.5 24.3 万kW

実績 21.2 21.7 23.6 - 万kW

市民や市内の事業者による環境に
配慮した取組（省エネなど）が進んで
いる思う市民の割合
(※市民アンケート結果・２年に１度実施)

目標 - 29 - 30 ％

実績 - 30 - - ％

⌐⅔↑╢ ─

＜環境要素別の施策の指標の状況（成果指標のみ抜粋）＞
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詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/170/page/0000178614.html


環境
要素

施策名 指標名（成果指標） 目標・
実績

2022年度

（Ｒ４）
2023年度

（Ｒ５）
2024年度

（Ｒ６）
2025年度

（Ｒ７）
単位

自
然
共
生

協働の取組に
よる緑の創出
と育成

緑のボランティア活動の累計か所数 目標 2,427 2,427 2,442 2450 か所

実績 2,284 2,271 2,200 - か所

市民150万本植樹運動による
累計植樹本数

目標 127 138 150 150 万本

実績 125 136 143 - 万本

緑の活動に取り組んでみたい、又は
取り組んだことのある人の割合
（※市民アンケート・2年に1度実施）

目標 - 71 - 75 ％

実績 - 62 - - ％

魅力ある公園
緑地等の整備

一人あたりの公園緑地面積 目標 5 5 5 5 ㎡/人

実績 4.93 4.98 4.99 - ㎡/人

公園緑地の整備・管理状況についての
満足度（※市民アンケート・2年に1度実施）

目標 - 64 - 65 ％

実績 - 61.4 - - ％

多摩丘陵の保
全

緑地保全面積 目標 285 290 295 300 ha

実績 253 253 253 - ha

企業・教育機関等の参加による保全活
動累計か所数

目標 7 8 8 9 か所

実績 5 6 8 - か所

市民が利用できる緑地の累計か所数 目標 30 30 31 32 か所

実績 30 31 31 - か所

⌐⅔↑╢ ─
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環境
要素

施策名 指標名（成果指標） 目標・
実績

2022年度

（Ｒ４）
2023年度

（Ｒ５）
2024年度

（Ｒ６）
2025年度

（Ｒ７）
単位

自
然
共
生

農地の保全・活用と
「農」とのふれあい
の推進

生産緑地の年間新規指定面積 目標 12,000 12,000 12,000 12,000 ㎡

実績 17,500 8,220 4,330 - ㎡

防災農地の年間新規登録数 目標 8 8 8 8 か所

実績 18 19 19 - か所

市民農園等の累計面積 目標 106,500 108,000 109,500 111,000 ㎡

実績 87,117 91,978 96,738 - ㎡

利用権設定等の集積面積 目標 9.1 9.4 9.7 10 ha

実績 11.3 11.5 13.2 - ha

都市農業に対する関心度
（※市民アンケート・2年に1度実施）

目標 - 57 - 59 ％

実績 - 54.4 - - ％

⌐⅔↑╢ ─
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環境
要素

施策名 指標名（成果指標） 目標・
実績

2022年度

（Ｒ４）
2023年度

（Ｒ５）
2024年度

（Ｒ６）
2025年度

（Ｒ７）
単位

大
気
や
水
な
ど
の
環
境
保
全

地域環境対策
の推進

光化学スモッグ注意報の発令回数 目標 0 0 0 0 日

実績 3 2 9 - 日

光化学オキシダント環境改善評価指標値 目標 0.0105 0.0105 0.0105 0.0105 ppm

実績 0.0096 0.0097 0.0103 - ppm

二酸化窒素の環境基準を達成した
測定局の割合【0.06ppmを達成した割合】

目標 100 100 100 100 ％

実績 100 100 100 - ％

二酸化窒素の環境基準を達成した
測定局の割合【0.04ppmを達成した割合】

目標 55.6 55.6 72.2 72.2 ％

実績 83.3 83.3 88.9 - ％

「きれいな水」の指標魚種の生息地点
割合

目標 75 75 100 100 ％

実績 100 75 100 - ％

河川のBOD、運河部のCODの環境基準
値適合割合

目標 100 100 100 100 ％

実績 100 100 100 - ％

資
源
循
環

持続可能な
循環型の街を
めざした取組
の推進

1人1日あたりのごみ排出量 目標 898 886 879 872 g

実績 858 820 793 - g

ごみ焼却量（１年間） 目標 35.26 34.50 33.75 32.99 万ｔ

実績 34.01 32.61 31.51 - 万ｔ

プラスチック製容器包装の分別率 目標 39.7 40.6 41.6 45 ％

実績 40.5 40.5 41.4 - ％

⌐⅔↑╢ ─
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ẇ ︣ ḭ
ךּ ︣Ḯ

ẇ環境基本計画に関連する וֹףּ 111 の事務事業の「事業の達成度」は、「２
（目標を上回って達成した事務事業）」ּ４צ件、「３（目標をほぼ達成した事務事業）」が
93 件、「４（目標を下回った事務事業）」が14 件 ︡ Ḯ
ẇṡỆṕ ṖṢ ︡ ḭ ḭ
צּ ︡ ︡ ךּ ךּ ḭ ḭ

צּ ︢ טּצּ ︡ Ḯ

⌐⅔↑╢ ─ ─

β ≤ ─ ⌐≈™≡│⁸₈ ₉╩ ⁹ ─ ⌐≈™≡│⁸ ╩ ↄ⁹

達成度

環境要素ごとに取り組む施策（事務事業数）

１
目標を大きく
上回って達成

２
目標を上

回って達成

３
目標をほぼ

達成

４
目標を下
回った

５
目標を大き
く下回った

合計

脱炭素社会の実現に向けて地球環境の保全に取り組む ０ ２ ３２ ２ ０ ３６

都市と自然が調和した自然共生社会の構築に取り組む ０ ２ １５ ８ ０ ２５

快適に暮らせる大気や水などの環境づくりに取り組む ０ ０ １２ ０ ０ １２

環境への負荷が少ない循環型社会の構築に取り組む ０ ０ １６ １ ０ １７

３
つ
の
柱

①環境施策を通じて多様な課題に応える地域づくりに向けた
取組の推進(42事業うち再掲36事業）

０ ０ ４ ２ ０ ６

②地域資源を活用したグリーンイノベーションにつながる取組
    の推進と国際社会への貢献（22事業うち再掲12事業）

０ ０ １０ ０ ０ １０

③環境教育・学習の推進と多様な主体との協働・連携の充実・
    強化（18事業うち再掲13事業）

０ ０ ４ １ ０ ５

区分合計（事務事業数）
０

（0%）
４

（3.6%）
９３

（83.8%）
１４

（12.6%）
０

（0%）
１１１
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第２章
主な個別計画における取組状況

′ ᷂

ᾛἶ ᾶʣ

Ẍ ῴҲ Џᶸ

ᾌ ṑы
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Ⅰ 脱炭素化
第２章 主な個別計画における取組状況

Ⅰ 脱炭素化

─ ≠↑

─

ḭ Ệṕ2022Ṗ פּ 令和12 （2030 ）年度までの９年間
ḭ Ệṕ2022Ṗ פּ 令和７（2025 ）年度までの４年間

基本
計画

実施
計画

主な内容
・2050年の将来ビジョン
・2030年度の達成目標
・基本理念・基本的方向
・施策 など

主な内容
・基本計画に基づき実施する

具体的な措置（事務事業）
・重点事業（5大プロジェクト）
・成果指標等 など

48

ḭ נּ ︡ ṡ
ṕ ṡ ṢṖṢ ḭ קּ ︣ṡ

ṕ ṡ ṢṖ ḭקּ ךּ ︣Ḯ
ḭ ︣ ỉ ︣ טּ ḭ

Ị ךּ ḭ ︣ ︣
︣Ḯ

ḭףּ ךּ ḭ ︣ 21
אל ךּ ṕ ḭ Ṗḭ

12 ṕ Ṗאל ḭ ︣
ỉ ṕ Ṗאל שּ ︡ וֹ ךּ ︣Ḯ

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000133741.html


第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

2050 ꜟכ◗─

2030 ─

2030 ─

2030 ─ ◄Ⱡ

12ṕ2030Ṗ ḭ 32ṕ2050Ṗ לּךּ
ḭקּ 12ṕ2030Ṗ ︣ ṡ Ṣ

ṇ ︡ ︡ Ḯ

市域の温室効果ガス排出量の実質ゼロ※を目指す
※実質ゼロとは、人為的なCO2排出量と森林等のCO2吸収量を差し引いてCO2排出をゼロとみなすもの

市域目標 2030年度までに▲50%削減（2013年度比）（▲1,180万t-CO2）

※1990年度比▲57％削減（▲1,596万t-CO2）

民生系目標 2030年度までに▲45%以上削減（2013年度比）（▲170万t-CO2）
(民生家庭・民生業務)

産業系目標 2030年度までに▲50%以上削減（2013年度比）（▲952万t-CO2）
(産業・ｴﾈﾙｷﾞｰ転換・工業ﾌﾟﾛｾｽ)

市役所目標 2030年度までに▲50%以上削減（2013年度比）（▲21万t-CO2）
(市公共施設全体)

再エネ目標 2030年度までに33万kW以上導入(市域全体、2020年度実績20万kW)
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

①脱炭素ｱｸｼｮﾝみぞのくち推進会議
②脱炭素経営支援コンソーシアム
③川崎カーボンニュートラルコンビナート

形成推進協議会・川崎カーボンニュート
ラルポート形成推進協議会

④川崎市市制100周年記念事業・全国都
市緑化かわさきフェア実行委員会

⑤庁内のテーマ毎のワーキング（6種類）
川崎市環境行政・
温暖化対策推進
総合調整会議

CC川崎エコ会議

企業・団体・大学など多様な
主体が参画する推進組織

川崎市地球温暖化
防止活動推進センター
／川崎市地球温暖化

防止活動推進員

推進体制

連携協力
課題やテーマに応じた柔軟な検討体制

報告・反映

川崎市環境審議会
への基本計画の達成

状況の報告等

ḭ ḭṡCC Ṣ
ḱ ︡ קּךּ ︣Ḯ

ḭ ṕệ Ṗ שּךּ ḭ ṇ

ḭ ṕ ḱ ḱ ḱ Ṗ ︢ ḭ ṇ ḭ
ṇ ︡ḭ ḱ

ḭṡCC Ṣ ︡ ṕ ṇ Ṗ ḭאל

בֿ קּךּ ︣Ḯ
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◕ӽ 2030 Ϙπτ̛50%⌡ᾚˢ2013 ˣ

̞1990 ̛57̋⌡ᾚ
ᾤ

Ὁ 2030 Ϙπτ̛45%ӟ ⌡ᾚˢ2013 ˣ

▀ỘὉ 2030 Ϙπτ̛50%ӟ ⌡ᾚˢ2013 ˣ

◕ 2030 Ϙπτ̛50%ӟ ⌡ᾚˢ2013 ˣ

™ϵК 2030 Ϙπτ33 kWӟ

─ β

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

40☼├

7☼├

5☼├

3☼├

4☼├

7☼├

͏☼├

͏☼├

͐☼├

ṁ ΰ

Ͻз˔рϱЛЦ˔Єдрπ ᵦχ
ᴟτ‟ᾅβϥϘκ

™ ᴦ ϵКиϻ˔ϬΩ ᶨ ΰ
ϵКиϻ˔Ω ᴟΰοΜϥϘκ

◕ ʾⱧỘּיσςΚϣϠϥ︠ Υ
ᴟτ︡Ϥ ϭπΜϥϘκ

ẔτϞήΰΜῖ ḕẽΥ ή
ϦθϘκ

◕ Υꜛϣ ΰο ᴟτ
ЎайрЅΰοΜϥϘκ

ṓῙ τ ᴂΰӗ πὲῴτ
ϣδϥϘκ

ᴟτΰΪθⱢᾛ ḕτ︡Ϥ
ϭπΜϥϘκ

σϙςϤΥ◕ ϬνσΩϘκ

※１ 温対計画の施策体系を抜粋して掲載
51

РЅдр

2050 χ◕ӽχᴛע῟ᴮϹІ
ЉкϬלם ◙β

2030

ṁ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

Ệ(2022) ṕ Ṗ ḭ2,019 ỹ-CO2 ḭ平成
25 （2013 ）年度と比較して▲364 万t -CO2（▲15.3% ）削減 ךּ ︣Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

CO2

ךּ ḭ
ṕ

Ṗ ḭקּ 25
ṕ2013Ṗ

טּ ︣Ḯ

全国の二酸化炭素排出量の
部門別構成比（2022年度）暫定値

市内の二酸化炭素排出量の
部門別構成比（2022年度暫定値）

Ệṕ2022Ṗ
ṕ Ṗ CO2

ḭ
ṕ ḭ ḭ

ṇ Ṗּצ
約75% ףּ ḭ

ḭ
כֿךּקּ צּ פּ ︣Ḯ

53

11.7%

59.8%

ṕ Ṗ

8.6%

ṕ Ṗ

8.0%

5.9%
2.6%

3.5%

産業系
約７５％

7.9%
▀Ộ

33.9%

ṕ Ṗ15.2%

ṕ Ṗ

17.3%

18.5%

2.9%

0.2% 3.9%

産業系
約４６％

70%

80%

90%

100%

110%

120%

2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020

確定値

2021

改定値

2022

暫定値

部門別の二酸化炭素排出量（2013年度比の推移）

ṕ Ṗ ṕ Ṗ

ẑ

エネルギー転換部門
95％

廃棄物部門 112％
β廃棄物の原燃料
使用を含む

運輸部門
95％

民生部門（業務系）
94％

工業プロセス部門
91％

産業部門
80％

民生部門（家庭系）
80％



⌐ ↑√

2013

25

2022 2030

12

2,383 t - CO2 2,019 t - CO2 1,203 t - CO2

2013 - Ỏ15.3 Ỏ50

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

54

25 2013 ≤ ⇔≡Ỏ364 t - CO2 Ỏ15.3%

Å שּ ṕ 25ṕ2013Ṗ Ṗּפ Ệṕ2022Ṗ
וֹ ךּ ︣Ḯ

Å Ệṕ2022Ṗ ḭ וֹ Ễḭễ פּ
צּ ︡ טּ ḭ ṕ Ṗ ḭ

︡ ḭ וֹףּ ḭ2013
15.3Ṿ ︡ ︡ Ḯ

Ṯ ṯ
ṕ Ḳ Ệṕ2022Ṗ ~ 12ṕ2030 ) Ṗ

וֹ ךּ ệ ḭקּךּ 12ṕ2030Ṗ
︡ ︣Ḯ



⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

2013

25

2022 2030

12

1,787 t - CO2 1,478 t - CO2 835 t - CO2

- Ỏ17.3 Ỏ50 β

β ⁸ ⁸ ⌐ ╢ ⌐≈™≡│⁸ ─ ⌐╟╡⁸ ─
≤ ⌂╢ ⅜№╢⁹

55

25 2013 ≤ ⇔≡Ỏ309 t - CO2 Ỏ17.3%

Å Ệṕ2022Ṗ ךּףּ ḭ לּ ḭ פּ ḭ
ễṕ2021Ṗ ︣ ︡ ךּ ︣Ḯ

Ṯ ṯ
ṕ Ḳ Ệṕ2022Ṗ ~ 12ṕ2030 ) Ṗ

וֹ ךּ ệ ︡ ḭớổỄṡ ṇ ṇ
ḱ ṇ ṇ ớổṢ ḭקּךּ קּ ḭקּ

︡ ︣Ḯ



⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

2013

25

2022 2030

12

β 382 t - CO2 328 t - CO2 212 t - CO2

- Ỏ14.2 Ỏ45 β

※１ 民生系は「民生家庭部門」「民生業務部門」の合計値。
※２ 個別目標（産業系、民生系、市役所全体）に係る削減割合については、端数処理等の関係により、試算結果の削減割合と若

干異なる場合がある。

56

25 2013 ≤ ⇔≡Ỏ54 t - CO2 Ỏ14.2% ≤⌂∫≡™╕∆

Å ṕ Ṗ ךּ ḭ צּ ︡ ḭ פּ
︡ ךּ ︣Ḯ ṕ Ṗ ךּ ḭ
לּ ḭ צּ טּ ︣Ḯ

Ṯ ṯ
ṕ Ḳ Ệṕ2022Ṗ ~ 12ṕ2030 ) Ṗ

וֹ ךּ ệ ︡ ḭớổễṡ ḱ ḱ
ớổṢ ḭקּךּ ḭ ḱ

צּ ︡ ︣Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

2013

25

2024 2030

12

( )β

Ⱡ◄∟℮ה

41.5 t - CO2
21.2 t - CO2

31.2 t - CO2
13.5 t - CO2

20.7 t - CO2
5.3 t - CO2

Ⱡ◄∟℮ה

-

-

Ỏ24.6

Ỏ36.5

Ỏ50 β

Ỏ75 β

※１ 市役所の目標値のうち非エネルギー起源：2013年度実績20.2万t-CO2、2024年度実績17.8万t-CO2、2030年度目安15.4万t-CO2、
2013-2030削減目安▲24%。うち廃棄物焼却起源：2013年度実績15.9万t-CO2、2024年度実績15.1万t-CO2、2030年度目安12.1万
t-CO2、2013-2030削減目安▲24%。

※２ 個別目標（産業系、民生系、市役所全体）に係る削減割合については、端数処理等の関係により、試算結果の削減割合と若干
異なる場合がある。

57

ה ⁸ ⁸ ⌐ ╩כ☺♫◄ ≤∆╢ ◄Ⱡ
כ◑ꜟ ─ ╩ ⇔⁸ ╩ ⅝ↄ ⇔╕⇔√⁹

Ṯ ṯ
PJệṡ 100Ṿ ớổṢ ︡ḭ

12ṕ2030Ṗ 100Ṿ ︣ ḭ
ḭ2030

︡ ︣Ḯ

25 2013 ≤ ⇔≡Ỏ10.3 t - CO2 Ỏ24.6%



⌐ ↑√

ṇ ṕ2023 23.6 kWṖ ךּ ḭ
1.9 kW ︡ ︡ Ḯ

12ṕ2030Ṗ ṕ33 kWṖ וֹ ḭ
︡ ךּ ︣Ḯ

Ṯ ṯ
Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ וֹ ệ

︡ ḭPJểṡ ṇ ︡
ṇ PJṢ ḭPJễṡ ḱ ḱ

PJṢ ḭ ḭ ṇ ︡
שּךּ טּצּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

◄Ⱡ

項目
2022年度実績

（Ｒ4）

2023年度実績

（Ｒ5）

2030年度目標

（Ｒ12）
必要増加量

市域再エネ導入量 21.7万kW 23.6万kW 33万kW 9.4万kW
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ⱪ꜡☺▼◒♩ ─

ừ
︣ ḭ צּ קּ ḭ地域エネルギー会社を中

核とする地域エネルギープラットフォームを設立︡ḭ 12ṕ2030Ṗ
ṇ 33 kW ṕ Ễṕ2020Ṗ 20.5 kWṖ ︡ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

◄Ⱡꜟ◑כ ╩ ≤⇔√ √⌂ⱪꜝ♇♩ⱨ◊כⱶ ⌐╟╢
─ ◄Ⱡ ⱪ꜡☺▼◒♩

ừ ה ה
ệṕ2023Ṗ 10 ︡ ṇ ḭ Ỉṕ2024Ṗ Ệ

פּ ︡ḭ 201 100Ṿ ︡ ︡
Ḯ

PJ1

ừ ─

ṇ
ṇ ḭ

ḱ ṇ פּ
וֹ ︡ ︣Ḯ
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ₒ ₓ◌כⱲfi♬ꜙכ♩ꜝꜟ◖fiⱦ♫כ♩ ⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ ה fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓─
ⱪ꜡☺▼◒♩

PJ2

ừ
2050 ṇ ṇ ḭוֹ

ṇ טּ קּ ︡ḭ
וֹ ︡

︡ ︣Ḯ

ừ ─
ṇ ṇ ṇ

「川崎水素戦略」「炭素循環戦略」「エネル
ギー地域最適化戦略」 ︣ ḭ
︡ ︣Ḯ

水素製造プラント
（レゾナック川崎事業所）

60

ừ ה ה
ṡ ṇ ṇ ṇ Ṣ

שּ ︡ ḭṡ ṇ ṇ
ṇ Ṣḱṡ ṇ

ṇ ṇ Ṣ
︡ḭ ︢ ḭ ḭ
פּ 100 צּ ︡ḭ צּ
︡ Ḯ

２０２５年３月２５日
川崎カーボンニュートラルコンビナート形成推進協議会

・川崎港カーボンニュートラルポート形成推進協議会合同会議



ⱪ꜡☺▼◒♩ ─

ₒ ₓ ─ ╩ ∆╢√╘─ ─ ⇔

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ ה fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓─
ⱪ꜡☺▼◒♩

新たな評価・支援制度のイメージ図

PJ2

61

〇事業者の取組を評価・見える化
ṕAḱBḱC Ṗ

〇評価に応じた支援  
ṕ Ṗ
ḱ PR
ḱ
ḱ

支援制度

ḭ ḭ
ḭ

ṇ

評価制度

（2030 年度に向けた評価軸）
１ 温室効果ガス排出量（直近のみ）
２ 温室効果ガス排出量（過去含む）
３ 省エネ
４ 再エネ・電化
５ 自動車

（2050 年に向けた評価軸）
６  脱炭素表明・中長期目標、イノ

ベーション等

2030 年度、2050 年に向けた2つの軸で取組を評価

ừ
ệ ễ

︣ ︡ḭ
ḱ ḭ

事業者の取組を評価する仕組みを加えた
「事業活動脱炭素化取組計画書・報告書
制度」を構築︡ḭ Ỉ Ệ פּ

︡ ︡ Ḯ

ừ ─
︡ ךּ ḭ

ךּ ︣Ḯ

ừ ה ה
ḱ

︡ḭ ︣
ḭ ṇ
ṇ ︡ ︡ Ḯ
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ₒ ₓ fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓─ ⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅰ 脱炭素化

ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─ ה fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓─
ⱪ꜡☺▼◒♩

PJ2

ừ
ḭ

︣ ṇ ḭ環境規
制ワンストップ窓口の運用、環境関連法特例制度活
用、グリーンファイナンス・投資促進

צּ ṇ ṇ ךּ︣
︡ ︣Ḯ

ừ ─
ṇ ṇ

ḭ קּ קּ ṇ ṇ
וֹ ︡ ︣Ḯ

川崎国際環境技術展

かわさき新産業創造センター「KBIC」

62

ừ ה ה
ṇ ṇ

︡ḭ
לּ ḭ ṇ
ṇ ṇ ︢

ḭ ︡
ḭ ︣ ṇ

︡ḭKBIC ךּףּ ︡ ךּ ︣Ḯ
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ה ─ ה ◄Ⱡ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ3

ₒ ₓ ⸗♦ꜟ ─ ┘ ≠ↄ╡

ừ
ớổểḭỆḭệ ︡ḭ
︡ 「脱炭素アクションみぞの

くち」 ︡ ṇ ḭ
2030 ỎỚỄ

ỎỚỄ 「脱炭素先行地域」לּ
ḱ ךּ ︣Ḯ

ừ ה ה
ṡ שּ Ṣ
ḱ ︡
ṕ CAMP ṇ Ṗ ︡

︡ ḭפּ
︡ ︡ Ḯ

ḭ ︡ḭ
︡ ︡ Ḯ

ừ ─
︡

ḭ「脱炭素アクションみぞのくち推進会議」
ḱ ḭ
אל ḭ

︣Ḯ
63

まるっとサステナCAMPインターン

太陽光発電設備（東急電鉄）

脱炭素アクションみぞのくち推進会議
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ה ─ ה ◄Ⱡ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ3

ₒ ₓ ⸗♦ꜟ ─ ┘ ≠ↄ╡

ừ ─ ▬ⱷכ☺

64

令和６年度の主な取組

Ṇ
︣

ṡ53ṾṢ

Ṇ ︡ḭ

ḭ ḭ

Ẍ ṕ ệ ểỂ Ṗ

( )
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ה ─ ה ◄Ⱡ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ3

ₒ ₓ ◄Ⱡ ⌐ ╢ ─ ┘ ה ─ ◄Ⱡה
◄Ⱡ ⌐ ↑√ ─ ╖

ừ
再エネ導入に係る義務制度（条例 ）の取組検討 ḭ

︡ ḱ ︣
︡ ︣Ḯ

ừ ה ה
ךּ ḭ ệṕ2023Ṗ

ễ Ỉṕ2024Ṗ ễ
נּ ḭ

וֹ ỉṕ2025Ṗ Ệ
וֹ ḱ ךּ ︡ Ḯ
ḭ ךּ ḭ

ḭ ︡
︣ ךּ ︡ Ḯ

ừ ─
再エネ導入に係る義務制度を運用し、事業者等の再エネ導入

を促進します。
ךּ ḭ קּ קּ

︡ צּ ︣Ḯ
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ה ─ ה ◄Ⱡ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ3

ₒ ₓ ⅛╠ ↕╣╢ⱪꜝ☻♅♇◒↔╖─
⌐ ↑√

ừ
כֿ ḭ פֿ ︡ ︡ ︡ ךּ

「プラスチック資源」 ︡
一括回収︣ ︡

︣Ḯ

ừ ה ה
Ỉṕ2024Ṗ פּ プラスチック資源の

一括回収を開始︣ ḭ ỉṕ2025Ṗ פּ
︣ ḱ ךּ ḭ

︢ ךּ ︡ Ḯ
ḭ ḭךּ ︡

︣ ḭ ḭ国の認
定を取得︡ḭ再商品化実施等の委託契約 ︡ ︡ Ḯ

ừ ─
Ịṕ2026Ṗ プラスチック資源一括回収を全

市展開︣ כֿ וֹ ḭ ךּ צּ ḭ
אל קּךּ ︣Ḯ

66

幸・中原区で全戸配布したチラシ
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─ ⌐ ↑√ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ4

ₒ ₓEV/FCV☻♥כ◦ꜛfi ⌐ ↑√ ─
┘EV◌כ◦▼▪ꜞfi◓ EV♃fi◌כ

⌂≥

ừ
EV/FCV ṇ ḭ補助制度創וֹ

設の検討 ḭEVカーシェアリング
世界初のEVタンカー船運航

ṕ Ệṕ2022Ṗ Ṗ ≤─ ḭ
︡ ︣Ḯ

67

ừ ה ה
︡ EV ṇ

ךּ ḭ ể ︣ ḭ
ḭ ṇ

︡ḭ ṕỉ Ṗ EV
︡ḭ ︡ ︡ Ḯ ḭEV וֹ

EVוֹ ︡ḭể
ṕ Ḳệ Ṗ ︡ ︡ Ḯ

ừ ─
אל וֹ ḭ

EVוֹ ︡ḭ
EV ︣ ḭ

קּךּ ︣Ḯ

EVカーシェアリングステーション
（浅田三丁目バス停前マルチモビリティステーション）

公共用のEV用充電設備
（川崎市男女共同参画センター）
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─ ⌐ ↑√ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ4

ₒ ₓ ™≡ ╠∑╢╕∟≠ↄ╡⌐ ↑√ ┘
─

ừ
ḭנּ

ḭ ︡ 歩いて暮らせるまちづくり
︣ ḭ ︡ 地域

公共交通ネットワークの形成や、交通結節機能の強
化 ḭ
וֹ ḭ ︡ ︣Ḯ

ừ ה ה
ḱ ︡ ךּ ḭ
ḭ וֹףּ

לּ ḭ
וֹ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ḱ ễ
ךּ ḭỄ

︡ḭể לּ ḭ
וֹ ︡ ︡ Ḯ

ừ ─
וֹ

ḭ וֹ
︡ ︣Ḯ 68

オンデマンド交通実証実験

鷺沼駅前地区

β ─▬ⱷכ☺ R6.11 ≢№╡⁸ ⁸ ⌐⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹

▬ⱷכ☺

登戸駅前地区

▬ⱷכ☺

β ─▬ⱷכ☺ R6.11 ≢№╡⁸ ⁸ ⌐⌂╢ ⅜№╡╕∆⁹
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─ ⌐ ↑√ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ4

ₒ ₓ2030 ╕≢⌐ ≡─ ┼ ╩

ừ ה ה
ḱ

ḭךּ ︡ ︡ ṕ
Ḳ60.7ṾṖḮ ḭ EV

ḭ ṕỈ Ṗ
EV ︡ ︡ Ḯ

ừ ─
12ṕ2030Ṗ

100% ︡ḭ קּ קּ
ḭ וֹףּ EV

ḭוֹ ỉṕ2025Ṗ ễ
וֹףּ EV

︡ḭ ︡ קּךּ ︣Ḯ

69

ừ
צּ ︡ ︣ ḭ令和12

（2030 ）年度までに、全ての公用乗用自動車に次世
代自動車を導入︡ ︣Ḯ ḭ公共施設等のEVイ
ンフラの整備拡大 ︡ ︣Ḯ

電気自動車（EV）の充電

充電設備

基準
駐車区画の10%以上
（上限10基）

設置基準の抜粋
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─ ◄Ⱡ100 ─ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ5

ₒ ₓ2030 ╕≢⌐ ≡─ ┼ ◄Ⱡ100 ╩

ừ
PJể ︡ḭ令和12 （2030 ）年度ま

でに、市庁舎や区役所をはじめとする、市内にあ
る約1,000 の市公共施設に全てに再生可能エネル
ギー100 ％電力を導入︡ ︣Ḯ

ừ ─
ệṕ2023Ṗ צּ ︡

︡ 川崎未来エナジー株式会社と連携︡ צּ
טּ ṇ

︡ḭ פּ ḭ
100Ṿ

קּךּ ︣Ḯ

ừ ה ה
≢⁸ ḭ ḭ

244 施設
ṇ100% ︡ḭ

28.0Ṿ ךּ ︣Ḯ
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─ ◄Ⱡ100 ─ ⱪ꜡☺▼◒♩PJ5

ₒ ₓ2030 ╕≢⌐ ⌂ ─ ⌐
╩

ừ
令和12 （2030 ）年度までに、設置可能な市

公共施設の約半数に、太陽光発電設備を設置
（PPAモデルの活用も検討）︡ ︣Ḯ

ừ ─
ṇ ︡ḭ

ךּ ḭ ḭ ︡ ︣Ḯ

ₒ ₓ2030 ╕≢⌐ ≡─
┼ ╩

71

ừ ה ה
Ỉ ḭ 1,000
לּ ︡ḭ136

︡ קּ ︡ Ḯ
PPA

ךּ ḭ ṇ ︡ḭ Ỉ
32 ︡ ︡ Ḯ
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з ה ⌂≥№╠╝╢ ⅜ ⌐ ╡ ╪≢™╢╕∟

72

ừ ה ─
ṇ ḭ ḭ קּ ṇ ḭ

4 ︡ḭ ṇ ṇ ṇ
ḭSDGs ︡ צּ שּ︡

ṡּפ SDGs Ṣקּאל ︡ ︡ Ḯ

かわさきSDGsランドポスター

ừꜝ▬ⱨ☻♃▬ꜟ─ ⌐ ↑√ ꜟ♃☺♦ה
─

ṡ שּ Ṣ
אל ךּ ךּ ḭ
︢ כֿ צּ קּ ṡ

Ṣḭ ḱ ︡ ṡ
ṇ Ṣ Ỉṕ2024Ṗ

11 ︡ ︡ Ḯ まるっとサステナフェスティバル

ừ◓ꜞכfiⱨ□▬♫fi☻ה ─
וֹףּ ESG ḭṡ ESG

Ṣ ︡ḭ ︡כֿ ḭESG ESG
וֹ ṕ ṇ Ṗ ︢ ḭ

︡ Ḯ
ḭוֹ וֹ ṡ Ṣ

ṡ Ṣ ḭ ︡
︡ ︡ Ḯ
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и ≢fiꜛ◦כfi▬ⱡⱬכꜞ◓ ─ ⌐ ∆╢╕∟

73

上段：「川崎ＣＮブランド」ロゴ
下段：「川崎メカニズム」ロゴ

ừ ⌐ꜟꜝ♩כꜙ♬Ⱳfiכ◌─▪ꜞ◄ ↑√
ṇ ṇ ṇ ṕỎộớṖ ḭוֹ
ṇ טּ ṇ ṇ ṇ

ṕCNP) ךּףּ ḭ וֹ
ḭפּ אל ךּ

︣ וֹ קּ
CNP ṇ Ṋ ḱ ḱ ṇ

ṇ ︡ ︡ Ḯ
ừ◓ꜞכfi▬ⱡⱬכ◦ꜛfi ⌐ ↑√ ┘ ─

JCM ︡
וֹףּ וֹ ︢ ḭ

וֹ ṇ ḭ
︣ ︡ ︡ Ḯ

ḭ ḭ תּ
︣ ṡ ṇ Ṣ ︢ ḭ
︡ḭṡ נּ ḱ Ṣ

︡ ḭỊפּ
ךּ ︡ Ḯ

CO2 ︣ ṡ Ỏộ
2024Ṣ ︡ 9 ︡ ︡ Ḯṕ CO2

143 Ṗ

電気推進船「みらい」
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й ◄Ⱡꜟ◑כ╩ ⇔◄Ⱡꜟ◑כ ⇔≡™╢╕∟

ừ ≠ↄ╡─
וֹףּ ḭ

ḱ ḭ Ṅ
ḱ ḭ

︡ צּ ḭ 12
ṕ2030Ṗ לּ
CO2 CO2

︣ ṡ Ṣ ḱ ︡ḭ
Ệṕ2022Ṗ Ệ אל ḭ
ḱ ḭ

︡ Ḯ
川崎市のめざす脱炭素先行地域のイメージ図

74
補助金パンフレットのイメージ

ừ ─ ◄Ⱡꜟ◑כ
וֹףּ

︢ ︡ ḭ
ṇ ︣ ḭ
︣ ︣

ךּ ḭ וֹ ךּ 412 ḭ
וֹ ךּ 3 ︡ ︡ Ḯ
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к ⌐╛↕⇔™ ⅜ ↕╣√╕∟

75

ừ ─
ḭ

ṇ ︡ḭ ṕỉ
Ṗ EV ︡ḭ ︡
︡ Ḯ
ḭEV וֹ EVוֹ

︡ḭể ṕ
Ḳệ Ṗ ︡ ︡ Ḯ

ừ ┼─ ─

ḱ
ḭךּ ︡ ︡ ṕ

Ḳ60.7ṾṖḮ ḭ
EV

ḭ ṕỈ Ṗ EV
︡ ︡ Ḯ

電気自動車（EV）の充電

公共用のEV用充電設備
（川崎市男女共同参画センター）
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л ⅜ ╠ ⇔≡ ⌐♅ꜗ꜠fi☺⇔≡™╢╕∟
ừ ─ ◄Ⱡה ◄Ⱡה ─

ḭ CO2 ︣
︡ ︡ Ḯ

ṇ ḭ ṇ ︡ ︡ Ḯ
ṕ 8 Ṗ ḭ ךּףּ ḭ ỗỐỏ ḭ

ṇ100Ṿ PPA ︡ Ḯ

ừ ─ ─ ⌐≈™≡
אל ḭ צּ כֿ פּ ḭ

Ệṕ2022Ṗ ḭךּ
ệ ︡ ︡ Ḯֿכ ệ ︡ ︡ ךּ ︣Ḯ

76

ḱ取組１
ḱ取組２ וֹפּ
ḱ取組３ וֹףּ
ḱ取組４ ṇ ṇ ṇ ︡
ḱ取組５ ṇ

取組１
川崎市職員脱炭素自主行動宣言

取組１
職員名札イメージ “ ᾠHPχ͎ⱳᾕ

Н˔Ѐ˔ЖϬṜ∏

取組３ スクリーンセーバー
（マイボトル携帯を呼びかける掲載内容）
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м ⌐ ↑√ ⌐ ╡ ╪≢™╢╕∟

ừ↔╖─ ה ⌐ ↑√ ─
ḱֿפ וֹ ︣ ︡
ḭ ךּףּ ︡

ḭ אל
ṇ ḭ ︡ḭ

︣ ︡ ︡ Ḯ
ḱXṕ Twitter Ṗ ṡ פֿ ḱ

Ṣ ךּףּ ḭ ḭ
︣ ḭךּ וֹ פֿ
ךּ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︣ ḭ ṇ
︡ ︡ Ḯ

ừⱪꜝ☻♅♇◒ ⌐ ↑√ ─
ỆṕỄỂỄỄṖ ṡּפ קּאל

ṕ פּ ṖṢ ︡ḭ
︣ ṇ ḭ ṇ

︡ צּ ḭ ḱ ḱ צּ ︡
︡ ︡ Ḯ

協力店ステッカー

77
「かわさきプラスチック循環プロジェクト」ロゴ
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н ⌐ ⇔ ≢ ⌐ ╠∑╢╕∟

ừ ⌐ ↓╡ ╢ ꜞ☻◒┼─ ┘ ה
┼─ ⌐ ↑√ ─

ḭנּ ḱ
ḱ ḱ ḭךּ ︣

ḭ ḱ ṇ ṇ ḭSNS
︡ ︡ Ḯ

ừ ─
ḭ לּ ḭ

ṕ Ṗּצ טּ ︣Ḯ Ỉ פּ
אל ︡ בֿ ︡ ṡּפ קּאל

כֿ Ṣṕ 203 Ṗ ︡ ḭפּ
︡ ṇ

︡ ︡ Ḯ ḭ
ךּ ︡ Ḯ

ṕ Ṗ Ỉṕ2024Ṗ ṕệ Ṍị Ṗ וֹףּ
Ḳ759

●気候変動に関する調査研究等の推進
ṇ ḭ ḱ
ṇ ḭ

︣ ךּ ︡ Ḯ

78
市内の年平均気温の経年推移

熱中症予防啓発リーフレット

かわさきちょこ涼ポスター

28
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о ⌂╖≥╡⅜ ╩≈⌂←╕∟

ừ ─ ─
︢ ḭ טּ ︡

︡ Ḯ

みどりの共創プロジェクト
マルシェ

戸手第２公園（幸区）

ừ ⅛╦↕⅝ⱨ▼▪╩ ≤⇔√╖≥╡─╕∟≠ↄ╡⌐ ↑√ ─

Å ṏ Ṅ ךּףּ ḭ ︡
ḭוֹ ḱ לּ ︡ Ḯ

生田出張所新広場での植樹祭

Å ḭ Ṅ ḭ
︡ ḭ 2 ︡ ︡ Ḯṕ Ḳ 6 10 19
פּ 11 17 ṕ 94 Ṗḭ Ḳ 7 3 22 פּ
4 13 ṕ 68 ṖṖ

Å ḭ ṡ Ṣ
ךּףּ ḭ וֹ ḭ

15 ︡ḭ ṇ ṇ
ḭ ︡ ︡ Ḯ

全国都市緑化かわさきフェア

ừ ה ─ ≤ ─

（令和７（2025 ）年３月末の本数：143 万3200 本）
ṇ ḭוֹ ḱ

ḭ ỉ ḭךּ 143 3200 ︡ Ḯ

Å ṏ 2 ךּףּ ḭ ḭךּ
ṇ ︣ ︡ Ḯ

79



─

Å Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ 地球温暖化対策推進基本計画 ḭệקּ
וֹ ךּ ︣Ḯ

Å ṇ ḭצּ 201 100Ṿ
︡ ︡ Ḯ

Å ︣ ḭ
נּ ︡ḭ ךּ ︡ Ḯ

Å שּ ṕṡDAMṢṖ ︡ ḭDAM ︣ 6
︡ḭ פּ CO2 ṡ נּ Ṣ︣ כֿ

︡ ṡשּךּ
Ṣ ︡ ︡ Ḯ

Å ỉ פּ ḭṡנּ
Ṣ ︡ḭ ṇ

︡ ︡ Ḯ

Å לּ ︡ ḭ וֹ ṡ
וֹףּ Ṣ ︡ḭ ḱ ︡ ︡ Ḯ
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80
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81

ḭ都市緑地法第４条に基づき策定する「緑地の保全及び緑化の推進に関
する基本計画」 ḭṡ Ṣḭṡ

Ṣḭṡ Ṣ ︣ ︣ ḭ
שּ ︡ צּ ḭ緑地の保全、緑化の推進、都市公園の整

備を総合的に進めていくもの ︣Ḯ

─

都市緑地法第４条に規定

都市における ・緑地の保全
都市における ・緑化の推進
都市における ・農地の保全
都市における ・都市公園の整備、管理 等

に関する事項を、自治体ごとに設定

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/530/page/0000023138.html
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82

─ ≠↑
ḭ市総合計画に則し、国等の施策や川崎市都市計画マスタープラン、環境基

本計画をはじめとした関連計画と密接な関わり ךּ ︣Ḯ
ḭֿכ ḭנּ ︡ḭ צּ
ḭ ︣ 総合的に展開するためのグランドデ

ザインとして位置づけ ︣Ḯ
ḭ אל ḭ緑の条例第９条の規定により「緑の実施

計画」を市総合計画の実施計画に則しながら設定︡ ︣Ḯ

図 本計画の位置づけ

川崎市
緑の基本計画

川崎市総合計画

都市計画区域の整備、
開発及び保全の方針

川崎市都市計画
マスタープラン

ḩ ὓᵊ
̔ ≤◕ Ẕᴛ ᴟ ├ ṁ ὓᵊ
̔ ΤϩήΦ
̔ РЅдр
̔ ≤◕ Ộ ọὓᵊ
̔ ≤◕ Фжр
̔ ≤◕ὂḢὓᵊ
̔ ≤  ᴟṁ ὓᵊ

⁯ χ☼├
̔ Ẕᴛ ᴟ ├ὓᵊ
̔П˔ЕϯϱжрЖ ├ –
̔ˮ θσⱲ χ ◕ЫКЅЮрЕτ ᴂΰθ

ה῝◕ χΚϤ ᾁ ᵓ˯Ω ρϤϘρϛ
̔ ⁯ᴪ 2012-2020
̔ ◌ⱳḕẽṁ ὓᵊ
̔ ͐ⱳּזᵓⱢ ὓᵊ
̔ΤσΥϩ ὓᵊ

川崎市
環境基本計画

─

30 2018 ⅛╠ 2027 ╕≢─ ⌡10



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ ─Ɽכ♫♩כ≠ↄ╡ 多様な主体と連携する協働プログラム推進プロジェクト 1 

緑を支える人材の育成・支援プロジェクト 2 

緑を大切にする心を育む「緑育」プロジェクト 3 

多摩丘陵軸・多摩川崖線軸のつながりと身近な緑の保全・回復・育成プロジェクト 5 

多摩川の魅力向上と資源の活用プロジェクト 6 

防災減災機能を備えた公園づくりプロジェクト 7 

公園の整備・管理による多様な機能発揮プロジェクト 8 

農地の保全・活用と「農」とのふれあいの推進プロジェクト 9 

緑と水をつなげるエコロジカルネットワーク形成プロジェクト 10 

緑による地域コミュニティ形成プロジェクト 

 
⌂ ╩ ⅎ√╖≥

╡ ⌐╟╢ ⅝ ⅝≤
⇔√ ─  

 
⌂ ─ ≤ ⌐

╟╢ ≤ ─Ⱡ♇♩꞉כ
◒─  

 
─ ™ №╢ ╠⇔╩
ꜙfi◖Ⱶכꜞ◓╢∆

♬♥▫─  
╕∟─ ╩ ╘╢ ─ⱴ

Ⱡ☺ⱷfi♩─  

11 

活力ある緑のまちづくりプロジェクト 12 

広域的な緑の魅力向上プロジェクト 13 

「臨海のもり」づくり推進プロジェクト 14 

 
⌂ ─ ⌐╟╢
⌂ ─ ╖

─  

 
≈⌂⅜╡─№╢╖≥╡
⌐╟╢┤╢↕≤ ─
≤ ≤─  

基本施策 プロジェクト 

Ⅱ ─ ≠ↄ╡ 

Ⅲ ◓ꜞכfi◖Ⱶꜙ♬♥▫≠ↄ╡ 

多様な主体をつなぐ情報発信プロジェクト 4 

基本方針 

─

ṡ Ṣ ḭ וֹףּ נּ ḭ
「多様な緑が市民をつなぐ地球環境都市かわさきへ」と位置づけ ︣Ḯ

ḭ נּ ḭ שּ ḭ ︡
基本方針 ḭ３つの基本施策ḭ14 のプロジェクト ︡ḭ

︡ קּךּ ︣Ḯֿכ שּ ︢ ḭ市民の「緑ある暮らしの創造」
「緑の市民文化の醸成」を目指し ︣Ḯ
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■施策展開の構成 ẑ ︡

83
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─ ─

ịṕ2027Ṗ 30Ṿ ︣ ︡ ךּ ︣Ḯ

, ,
┘ ∆╢
─

2027
(R9)

2024 (R6)
─2016

(H28)
2020

(R2)
2021

(R3)
2022

(R4)
2023

(R5)
2024

(R6)

⌐ ╢ ⌂
╛ ⌐≈™≡│⁸
ה ⌐ ≠⅝
╩ ℮↓≤≢⁸

ה ╩ ╘≡™⅝╕
∆

241ha 251ha 252ha 254ha 254ha 254ha 300ha 84.7%

368ha 357ha 356ha 353ha 347ha 352ha 343ha

╛ ⌐≈™
≡│⁸ ⌂ ─

╛⁸℮╢⅔™─№╢
─ ⌐ ↑√

╩ ╘≡™⅝╕∆

776ha 790ha 790ha 791ha 802ha 807ha 830ha 97.2%

⌐⅔↑╢ ─
╩⁸ ה

ה ─ ⌐╟╡
╘≡™⅝╕∆

957ha 977ha 982ha 985ha 987ha 987ha 1,082ha 91.0%

⌐≈™≡│⁸
╛ ⌂≥

╩ ╘≡™╕∆
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4,319ha 4,352ha 4,358ha 4, 360ha 4,367ha 4,377ha 4,532ha 96.6%

84※2 目標面積合計4,532haは、市域面積の31.4％に相当します。※1 県保安林を含む。

β1

β2
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β2 県保安林を含む。
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ṇ ṡ Ṣ ḭ ṇ ṇ
נּ ṡ Ṣ ︡ ︣Ḯ

緑を大切にする心を育む「緑育」の取組
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グリーンコミュニティ推進室
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β実施施策を支える事務事業の状況を抜粋して掲載

グリーンコミュニティ推進室

グリーンコミュニティ推進室

グリーンコミュニティ推進室
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公園設計 ⅛ ⅛ 魅力的な公園整備事業
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緑地の利活用（王禅寺四ツ田緑地）
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β実施施策を支える事務事業の状況を抜粋して掲載
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ḭאל ךּ טּ
︡ ︣Ḯ 多摩川の利活用による地域活性化

88

◖Ⱶꜙ♬♥▫
─

▬ⱬfi♩─ 14
♬ꜙfi◖Ⱶכꜞ◓
♥▫

⌐⅔↑╢ ╩ ≤
⇔√╕∟≠ↄ╡─

ⱴⱠ☺ⱷfi♩ ─ ─
⁸

10 13

ﬞ ⌐╟╢◘ⱳכ♃כ ⌐╟╢ ─ ﬞ
⌐⅞╦™

─ ⌐
╟╢

≤─ ⁸ ─

─ ⌂
⌐╟╢ ─

─ ─ ⅛ ⅛
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

３つの基本施策

７つのリーディング事業

︡ ễ ︣

リーディング事業を位置づけḭ Ễ

ṕ Ệ Ṍ ỉ Ṗ ךּףּ ḭ

בֿ ṇ ḭ重点的に施策を展開︡ ︣Ḯ

緑に関わる幅広いパートナーの創出
ṇ ṧᵑ

樹林地と都市内農地の保全と活用
ḭ

ṧ ḱ
ᵒ

多摩川緑地の整備・活用と臨海部のまとまりのある緑の創出
ḱ ḭ ︡פּ ṇᵓ

多様な機能を備えた特色のある公園づくり
ᵔ

地域緑化の促進による緑のまちづくり
150 ṧ ṇᵕ

緑を核とした地域コミュニティ形成とまちの魅力創出
וֹ ṧ ṇᵖ

地域課題の解決につながるみどりをツールとした仕組みづくり
ᵗ

７つのリーディング事業の主な構成施策と成果

本実施計画に位置づけるリーディング事業

緑のまちづくりの新たなステージへのステップアップ事業

89



●実施施策１ 緑の活動への多様な主体の参加と持続可能な活動の促進

グリーンコミュニティ形成事業

Å וֹףּ ︡ḭאל ︡ כֿשּךּ
︡ḭṡ ︡ צṢּךּ ︡ みんなが気持ちよ」ךּ︣

く、いきいき過ごせる公園」の実現に向けた ︡ ḭ「市民等の
したい」を体験する場「イドバタパークデイ」（3回）を開催︡ḭ

ךּ שּ בֿ ︡ Ḯ

●実施施策４ 緑の人材育成と活用

グリーンコミュニティ形成事業

Å ︣ ḭ里山ボ
ランティア育成講座や花と緑のまちづくり講座を実施しました。

Å かわさきフェアを契機とした協働の取組として、市内公立の小中学校
等（170 校）の児童・生徒と共に花苗を育て、育てた花でまちを飾る
「花づくり・花かざり」の取組を実施︡ ︡ Ḯ

●実施施策７ 環境学習における「緑育」の充実

生田緑地整備事業

Å צּ ḭ וֹ 農作業体験を通じて
里山の自然に触れる「どろんこ教室」を８回実施︡ ︡ Ḯ

Å ḭ 3 ṡ
בֿ Ṣ ṇ ḭ ṕ ḭבֿ

נּ ḭוֹ ︡ Ṗּף ṇ ṇ
ṇ 活動を6回 ︡ ︡ Ḯ

◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

τḩϩϥ ῲΜО˔ЕЗ˔χ ˢϺ˔м˔Жʿ多世代への緑のアプローチ＋多様な主体の参画ˣ

取組

90

取組

取組

小中学校等で行った花づくり・花かざり

イドバタパークデイ（王禅寺北第5公園）

小学生を対象にした出張ガイダンス
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

ρ ◕ χ ρᶨ

ˢϺ˔м˔Жʿ緑地保全協定締結の推進、里山の利活用＋都市内農地の保全・活用ˣ

91

王禅寺四ツ田緑地
（自然体験イベント）

取組

取組

生田榎戸特別緑地保全地区の斜
面安定整備工事

●実施施策37 地域連携による里地・里山の保全と利活用

Å ︣ ︡ ḭ
ךּףּ ︡ 自然体験イベントを実施し約950 人が参

加︡ ︡ Ḯ ︣ ḭפּ
ḭ年間148 日の開放日のなかで総勢4,107 人が利用し、

うち2,275 人が保全活動に参加︡ ︡ Ḯ
Å ṡ שּ Ṣ ḭ久末小貝谷緑地や南וֹ

野川緑地でḭ לּ ︡自然体験イ
ベントを実施︡ ︡ Ḯ

Å ךּ ḱ ךּףּ ︡薪割
り体験 ṇ ︡ḭ ךּ ךּ ︡ Ḯ

●実施施策10 多様な機能を発揮する樹林地の保全

緑地保全管理事業

Å ךּ ḭ特別緑地保
全地区を約0.2ha 拡大︡ ︡ Ḯ

Å ︣ ḭ １か
所において斜面対策工事を実施︡ ︡ Ḯ

Å ḭ栗木山王山特別緑地保全地区におい
て施設整備工事を実施︡ ︡ Ḯ

神木本町特別緑地保全地区
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

多摩川緑地の整備・活用と臨海部のまとまりのある緑の創出

ˢϺ˔м˔Жʿ水辺空間の整備・活用、水辺軸を活かした環境コリドー形成の推進ˣ

取組

取組

92

登戸地区広場を活用したイベント

東扇島1号線沿道環境整備工事

親子海釣り教室のイベント

●実施施策15 多摩川緑地施設の利便性向上

多摩川プラン推進事業

Å ךּףּ ḭ בֿ
︡ ḭ ṇ ṇ ḭ Ṅ ︣

ḭ ךּףּ ḭ河川空間のオープン化を
行い、持続可能なにぎわいを創出︡ ︡ Ḯ

Å Ṅ ךּףּ ḭ約200 ｍの区間にわたりḭּפ קּאל
ךּטּ ṇ 拡幅整備 ︡ ︡ Ḯ

取組

●実施施策39 多様な主体との連携による風の道の形成

都市緑化推進事業

Å ךּףּ ḭ ︡ טּ
︡ḭ街路樹を更新︡ ︡ Ḯ

●実施施策40 臨海部において市民が親しみ憩える良質な緑の創出

港湾振興事業

Å לּ ḭ
ךּףּ ḭ ḱ צּ ︡ḭ海を

テーマにした学習・体感イベントなどを年間を通じて多数開催
︡ ︡ Ḯ



●実施施策18 地域特性に応じた特色のある公園緑地の整備推進

等々力緑地再編整備事業

Å PFI ︡ ḱ
︡ḭ再編整備工事に向けた קּ 調査及び設
計等を実施︣ ḭ指定管理者による緑地全体の維持
管理・運営を実施︡ ︡ Ḯ

富士見公園再編整備事業

Å PFI Park-PFI ︡ ︡
ḭ令和６（2024 ）年１０月に南側エリアṕ ḭ

Ṗが完成し、供用開始︣ ḭ指定管理者に
よる公園全体の維持管理・運営を実施︡ ︡ Ḯ

魅力的な公園整備事業

Å ︡ ṇ ḭוֹ
ṕ Ṗ אל ṕ Ṗ バスケッ

トゴールの常設化を行いました。 ṕ Ṗ
ṕ Ṗ バスケットゴールを設置し、設置

条件等を確認する実証実験 ךּ ︡ Ḯ
ḭ施設整備の考え方を整理し、取組を推進︡נּ ךּ ︣Ḯ

◓fi▫♦כꜞ ─
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σṐ Ϭ Πθ χΚϥ῝הξΨϤˢϺ˔м˔Жʿ ṛ ה῝ χ ˣ

取組

取組

93

取組

実証実験の様子（虹ヶ丘公園）

等々力緑地（将来的なｲﾒー ｼ゙ﾊﾟー ｽ図）

富士見公園（完成した南側エリア）
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ӽ ᴟχ τϢϥ χϘκξΨϤ

 ˢϺ˔м˔Жʿ150 ◕ τϢϥⱱ σ ᴟχ ˴ ρ χКАЕм˔ϼἹ ˣ

取組

94

取組

取組

生田出張所新広場での植樹祭

川崎駅東口花壇

●実施施策３ 市民や民間企業等の緑化意識の啓発

市民150 万本植樹運動事業

Å ṕ2019Ṗ 100 ︡ כֿ
פּ ḭ קּ ṡקּ 150 Ṣ ︡
︡ḭ生田出張所新広場で植樹祭を開催し、３０７本を植樹︡
︡ Ḯ

●実施施策26 街路樹・グリーンベルトの充実と適正な管理

街路樹適正管理事業

Å ︣ ṡ Ṣ קּ
市道上小田中２０７号線（中原区）、北見方２０７号線（高
津区）の樹木６５本 ︡ ︡ Ḯ

●実施施策28 公共空間の緑化推進

都市緑化推進事業

Å ḭ 花壇やハ
ンキングバスケット、フラワースタンドなど計６６ヵ所に四
季折々の草花を植栽︡ḭּל ךּףּ טּ פּ ︡
︡ Ḯ

高津区 市道北見方207号線植栽帯
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Ϭᶋρΰθ ӽЀЬвИГϰἹ ρϘκχ

ˢϺ˔м˔Жʿ公園の有効活用に向けた手法の確立＋パークマネジメントの推進ˣ

95

ふれあい動物園
(宮前平公園)

稲田公園での実証実験の様子

●実施施策30 地域コミュニティ形成の推進

グリーンコミュニティ形成事業

Å ︡ḭ ︣ ︡
王禅寺ふるさと公園ほか１ヵ所で、ふれあい動物園イベントを
開催︡ ︡ Ḯ

●実施施策31 緑を通じた防災力の向上

公園防災機能向上事業

Å ︡ ḭ
ḭוֹ ṇ ḭ

ךּ ︡ Ḯ

●実施施策32 緑を通じた子育て環境の向上と健康増進

公園緑地維持管理事業

Å ṡ Ṣ ḭ鷲ヶ峰公園ほか2３ヵ所קּ
の公園で、更新時期を迎えた５3基の遊具を更新︡ ︡ Ḯ

取組

取組

取組

鷲ヶ峰公園



96

◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

ӽᴿ χᵔὨτνσΥϥϙςϤϬБ˔иρΰθ▫ ϙξΨϤ

ˢϺ˔м˔ЖʿḂ ὀτϢϥФкЅϴϼЕχ ˣ

取組

みどりに関わる出展、WS実施 富士見公園で実施した「midori-ba fes」 ステージを緑化し、音楽と共演

●実施施策８ 緑の魅力の発掘及び情報発信の推進

全国都市緑化フェア事業

Å 100 טּ פּ קּאל ︡ ḭ
וֹ 多様な主体と連携した協働・共創の取組 ︡ ḭ

Ệṕ2022Ṗ 10 ︡ 「みどりの共創プロジェクト」で、自走化 קּ
ךּ ḭ「コミュニティ×みどり」をテーマとしたプロジェクトの

『midori -ba 活動צּ『 開始︡ ︡ Ḯ

Å 『midori -ba 』 「みどりでつなげる、暮らしやすく住み続けたいまち」の実現 目
指し、 אל

midori -ba fes コミュニティ
をはぐくむ取組を公共空間やかわさきフェア会場をはじめとした市内各地で実施︡
︡ Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

取組

池上新町南緑道における食物販施設の設置 橘公園における飲食等施設の設置

●実施施策35 公園の柔軟な管理運営による魅力の向上

公園緑地公民連携推進事業

Å ễ 皐橋水江町線沿道及び池上新町南緑道 וֹףּ
ḭוֹ ḱ פּ ḭ

ṕ Ṗ ḱ -本市初のPלּ PFI 制度
を活用した再編整備 ḭ令和５（2023ךּ ）年７月より運用開始︡ ︡ Ḯ

Å 橘公園 אל וֹ ḭ ︡ḭ ︡
︣ ḭ地域ニーズや事業の有効性の把握を目的とした社会実験

︣ ḭP-PFI 制度を活用した事務所の改修工事等 ḭ令和６（2024ךּ ）
年６月より運用開始︡ ︡ Ḯ

Å אל 登戸つくりと公園 ךּ ḭ
צּ לּ נּ
ḭP-PFI 制度を活用し、令和６（2024 ）年７月に事業者を選定︡ ︡ Ḯ

97

先行開放した登戸つくりと公園の芝生広場
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וֹ ḭ ךּ ḭ ịṕ2027Ṗ
達成に向けて96.6 ％まで進捗し、人口の増加により、実績値が増加しにくい状況

にありますが、特別緑地保全地区における用地取得等を進めたことにより、一定の成果が
ありました。 ḭ ḭנּ ṇ ︣

︡ צּ ךּ כֿ פּ ḭ טּ ṡ טּ
︡ Ṣ ḭかわさきフェアを契機とし、公民でみどりの関心度とみどりの価וֹ

値の共通認識を高めḭシームレスなみどり空間がまちなかで柔軟に連携するための検討
ךּ ︣Ḯ

リーディング事業の成果

─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

緑の量的確保について

100 ︡ ḭ ︡
פּ קּאל ḭ ךּ︡ ︡ ḭ פּ 多く
の地域団体・企業の方々や川崎の未来を担う多くの子どもたちと一緒に会場づくりを行いḭ
みどりを知って、関わってもらうきっかけづくりを展開︡ ︡ Ḯ ḭṡ צּ

קּךּקּךḭּשּ פֿ Ṣ וֹ ︡ ḭṡ ︡ Ṣךּ
︣ ṡ ṇ Ṣ ︣ ḭ新たな担い手づくりを推進︡ ︡ Ḯאל

ḭ ךּףּ ḭ ṇ ḭ 地域
課題への対応と合わせた持続可能なにぎわいを創出︡ ︡ Ḯ

ḭṡ צּ ḭ ︡ שּ︣ וֹ ךּ Ṣ וֹ ḭ
ṇ ṇ וֹףּ ḭ

שּ קּךּ ︣Ḯ
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─ ≠↑
ḭ ṡ Ṣ לּ ḭṡ Ṣ לּ

︡ וֹ ḭצּ︣ פּ ︡ḭ
︣ פּ ︣ טּ ḭ ￼ḭ

Ṅ ︣ ︣Ḯ
︡לּכֿ כֿ ḭנּ ḭ וֹףּ

נּ ︣ ḭ ṕ ṇ ḱ ḭ ḭ
פֿ Ṗ כֿ︣ ︡ḭ ךּףּ ḭ ︣

ḱ ךּףּ נּ ︡
קּךּ ︣Ḯ
כֿ ḭ ḭנּ קּ ¬ צּ º ךּףּ

שּ ︣Ḯ

─
4ṕ2022Ṗ פּ 12ṕ2030Ṗ 99

< >
川崎市都市計画マスタープラン、
川崎市農業振興計画、
生田緑地ビジョン、
二ヶ領用水総合基本計画、
「かわさき臨海のもりづくり」緑化推進計画
など

〈自然共生・環境分野の主な計画〉
川崎市緑の基本計画、
川崎市新多摩川プラン、
川崎市地球温暖化対策推進基本計画
など

′ῴ⁸ ṑḨ

⅛╦↕⅝

≤ ⅝
≈⌂⅜╡ⱪꜝfi

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000134692.html


基本施策
●施策別取組方針により関連施策を体系的に整理し全市的な取組を推進します

─

וֹ ︣ ḭ לּ
︡ ︡ קּךּ ︣Ḯ

כֿ ễ פֿ ḭ ḭ
︡ ךּ Ṅ ︡ḭ ︡ קּךּ ︣Ḯ

ḭ ︡ ṇ ḱ ︡ ︡ קּךּ ︣Ḯ
ḭ פֿ נּ ︡ קּךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

施策別取組方針
●基本方針ごとに柱となる施策別取組方針を定めます

基本方針Ⅰ
“人と生き物をつなげる”

基本方針Ⅲ
“情報をつなげる”

基本方針Ⅱ
“生き物をつなげる”

リーディング・プロジェクト
●重要かつ先行的な取組により施策を牽引します

１２の生態系エリアごとの取組の方向性
●生態系エリアごとの特性を踏まえた取組を推進します

基本理念

「多様な緑と水 人や生き物がつながり 都市と自然が共生するまち かわさき」の実現に向けて

100
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▪ з ≤ ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業① 地域の魅力を発見する
ѩ֝ ƼⅎȈȒƽ

・生態系エリアや地域の特徴に応じた身近な自然や生き物、文化
等を再発見する機会づくりを行い、本市の生物多様性について
考えるきっかけをつくります。

【点検する項目】
・自然観察会等実施状況

【取組結果】
╩ ⇔≡ ⇔╕⇔√⁹ ╙ ─ ⌐╟╡⁸

⌐≈™≡ ⅎ╢⅝∫⅛↑≠ↄ╡╩ ╘≡™⅝╕∆⁹

ḱṡ Ṣṕ Ṗḭṡ Ṣṕ כֿ ḱ
Ṗḭṡ פּ Ṣṕ Ṗ ḭ Ỉṕ2024Ṗ

Ṅ 計168 回開催

夏休み水環境体験教室（生きもの観察）生田緑地観察会

101

たかつ水と緑の探検隊



プロジェクト事業② 生物多様性について理解を深める
ѩ֝ ƼⅎȈȒƽ

・生物多様性との関連のある様々な機会を通じて、持続可能な社会
に向けて身の回りの環境・自然への関心と配慮の意識を高めます。

【点検する項目】

・生物多様性に関する普
及啓発の実施状況

【取組結果】

川崎アゼリア広報コーナーでの展示など様々なイベントにおいて生物多様性の普及啓発を行い
ました。今後も生物多様性について理解を深めるための普及啓発を積極的に進めていきます。

・川崎アゼリア広報コーナー、里山フォーラ
ムin 麻生での生物多様性に関する展示

ḱ ễṕ2021Ṗ ︡
ṡ Ṣ ︡ḭ

ḱ ṇ ḱ
ךּ אל ḭ

ךּ נּ ṡּך ḱMIRAI
Ṣ 83

ḱ ṕỄ Ṗ
︣

川崎アゼリア広報コーナーでの展示

♩◒▼☺꜡ⱪה◓fi▫♦כꜞ ─
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▪ з ≤ ⅝ ╩≈⌂→╢

いのち・MIRAI教室

102動物園の業務に関する研修会
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

▪ з ≤ ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業③ 生物多様性に配慮して活動する
ѩ֝ ƼⅎȈȒƽ

・生物多様性の保全に向けて、暮らしや市民活動、事業活動など
で、身近で取り組める配慮の取組を示す等、活動を支援します。

【点検する項目】

・生物多様性に配慮した活
動の状況

【取組結果】

活動ポイント事例集を作成し、平成27（2015）年度から市民活動団体に公開しています。また、
水辺の楽校の支援などにも継続して取り組みました。今後も生物多様性への配慮につながる市
民活動の支援を継続して実施していきます。

ḱṡ
Ṅ ṇ Ṍ

ṌṢ ṇ ṇ
︣ ḭ

ḱ ṕּפ ḭקּאל ḭ︡ךּ
Ṗקּ ︡

ṕ 30 ḭ 2,968 צּ
Ṗ

ḱ令和６（2024 ）年度の緑のボラ
ンティア活動箇所数2,200 箇所

多摩川水辺の楽校
シンポジウム川崎

活動ポイント事例集

水辺の楽校（干潟観察会）

水辺の楽校（水辺の安全教室）
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▪ з ≤ ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業④ 子どもたちが自然とふれあい学ぶ
ѩ֝ Ƽ ȇƽ

・子どもたちが自然とふれあうことで、親しみを感じてもらい、地域
の自然や生き物への興味・探求心を育む、環境教育・環境学習
を推進します。

【点検する項目】

・子ども向け啓発資料の活
用状況

【取組結果】

電子化した環境副読本や川崎環境ポータルサイトに掲載されている、身近な生き物情報などが
ＧＩＧＡ端末から閲覧できるよう引き続き対応しました。また、「つながりたのしむあそび集」などの
冊子を活用し、子どもたちの環境教育・学習の普及を図りました。

ḱ ︣ אל ︠ ︡
ךּ 川崎環境ポータルサイトにおいて

קּ שּ לּ
動画などを掲載

ḱ ṡ צּ
︡ טּ Ṣ כֿ ︡ ךּ

ḭנּ

ḱ令和6（2024 ）年度の環境学習施設利
用校の割合（88.6 ％）

つながりたのしむ遊び集

生き物観察教材（環境副読本に掲載）
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プロジェクト事業⑤ 生物多様性の保全に取り組む人材を育成する
ѩ֝ Ƽ ȇƽ

・講座や自然観察会を通して、地域や職場で生物多様性の保全
を含む環境配慮活動を積極的に実践する人材を育成します。

【点検する項目】

・生物多様性に関する講座
等実施状況

【取組結果】

自然についてより深く学びたい人に向け、サイエンス教室等を実施したほか、地域環境リーダー
等の各種講座の実施に継続して取り組みました。今後も生物多様性に関する講座等の実施によ
り、環境配慮活動に積極的に取り組む人材を育成していきます。

ḱ 令和6（2024 ）年
度末現在で1,300 人（対前年度で41 人増加）

27 ṇ ṇ 8
שּ 14

19

ḱ ךּ שּ ךּ וֹ ︡
ḭ ḭ ṇ ︡

ṡ Ṣ

地域環境リーダー育成講座の様子
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▪ з ≤ ⅝ ╩≈⌂→╢

サイエンス教室の様子 105
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▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業⑥ 拠点となる樹林や農地を保全する
ѩ֝ ƼὃȒƽ

・大きなまとまりを形成している樹林地や、小規模であっても市民に身近
で良好な自然環境を有する樹林地など、生き物の生息・生育環境とな
る樹林地を保全する取組を推進します。

・多面的な機能を有する農地の維持・保全に向けた取組を推進します。

【点検する項目】

・特別緑地保全地区等の
指定等、緑地・農地を守
る取組の実施状況

【取組結果】

緑地の保全や保全管理計画の作成、生産緑地の指定の推進、里山保全事業について、継続して
取組を進めました。今後も生き物の生息・生育拠点となる樹林や都市農地の保全に向けた取組を進
めていきます。

ḱ ךּ
︣ 「特別緑地保全地区」として、令和6（2０

24 ）年度末現在、82 か所を指定
ḱ ︡ ךּ 「緑の保全地
域」として、令和6（2024 ）年度末現在35 か所を指定
ḱֿכ לּ ḭ
39 ṕ35 Ṗ
ḱ ṡ Ṣ ︡ḭ

ṇ ︡
67

ḱ ḱ ךּףּ ḭ
︡

ḭ ṇ
保全管理計画改定の様子ヒマワリ摘み取り体験

里山での環境学習
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プロジェクト事業⑦ 良好な水環境を保全する
ѩ֝ ƼὃȒƽ

・水環境の構成要素である水質、水量、水生生物、水辺地の４つ
の要素を総合的に捉えた取組を推進することにより良好な水環
境を保全します。

【点検する項目】

・河川のＢＯＤ及び運河部の
ＣＯＤの環境基準値の適合
地点数

【取組結果】

水量、水質、水生生物、水辺地の水環境の４つの要素ごとに掲げる各施策について、取組を進
めました。 今後も良好な水環境の保全に向けた総合的な施策を進めていきます。

ḱ ḭ ḭ ḭ Ệ
︡ נּ

ḱ ḭ ḱ פּ
ḱ ḭ河川(12 地点) ・運河部(3 地点)

の水質調査( いずれも環境基準値適合)ḭ
ḭ

ḱ ḭ ︡
לּ ḭṡ ︡ אל︣
Ṣ ︡ḭṡ Ṣ

ḱ 4ṕ2022Ṗ ễ ︡ ḱ
קּ 水辺の親しみやすさ調査マニュアル
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▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

夏休み水環境体験教室
水辺の親しみやすさ調査の様子

親水施設の生物調査
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Ⅱ 自然共生

▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業⑧ 河川を活用して拠点をつなげる
ѩ֝ ƼǫǱǗƽ

・河川は、場所に応じて条件が異なることから、様々な環境を踏ま
えて生き物の生息・生育・植生環境を保全・創出します。

【点検する項目】

・多自然整備の実施延長状
況

【取組結果】

親水性や生物多様性に配慮した整備等について、継続して取り組みました。今後も生き物の生
息・生育・繁殖環境及び河川景観の保全創出するための河道の形成を進めていきます。

ḱ 5ṕ2023Ṗ וֹףּ 改修
区間は左岸、Ｌ＝30 ｍ（累計921 ｍ）

 6ṕ2024Ṗ 40Ỳ

ḱ ṡ ṇ Ṣ 6ṕ2024Ṗ
ךּףּ ḭ Ṍ ḭỗṬ

159Ỳ

ḱṡ אל ḱ Ṣ ḱ
ḭ ︡ ︡פּ רּ ךּ

︣ ḭ 27ṕ2015Ṗ
︡ ṡ Ṣ ḭקּ

渋川「生物の水辺ゾーン」整備風景

新多摩川プラン

平瀬川支川の整備風景 108



プロジェクト事業⑨ 広域的に生き物の生息・生育環境をつなげる
ѩ֝ ƼǫǱǗƽ

・海域や河川流域、丘陵軸において近隣自治体等との連携した
取組を実施します。

【点検する項目】
・広域連携事業の実施状況

【取組結果】

東京湾再生推進会議モニタリング分科会及び九都県市首脳会議環境問題対策委員会水質改
善専門部会等、広域連携事業について、令和6（2024）年度も継続して取り組みました。今後も市
民、事業者、近隣自治体等との協働・連携による環境保全に向けた施策を進めていきます。

ḱ東京湾再生推進会議モニタリング分科会
及び九都県市首脳会議環境問題対策委員
会水質改善専門部会等 ḭ 20
ṕ2008Ṗ פּ ḭ פּ

ḭ
ךּףּ ḭ東京湾環境

一斉調査を実施

ḱ多摩・三浦丘陵の緑と水景に関する広域
連携会議 ︣

ṇ

♩◒▼☺꜡ⱪה◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

東京湾環境一斉調査

109

多摩・三浦丘陵
（広域連携会議 参加自治体）
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業⑩ 生き物に配慮した公園づくり
ѩ֝ ƼҍȒƽ

・生き物の休息地や隠れ家となるような樹林地、草地の確保や、
多様な樹木の植栽・管理等、生き物に配慮した整備等を推進し
ます。

【点検する項目】

・生き物の生息・生育地整備
箇所数等の状況

【取組結果】

富士見公園や等々力緑地等の公園整備を行うほか、開発行為等による提供公園を開設しまし
た。今後もまちなかに生き物の生息・生育拠点を創る取組を進めていきます。

ḱ ךּףּ ḭ
  ḱ ḭוֹ

︣ ṕ ḭ ḭ
 ṇ Ṗ

ḱ Ṅ ḱ ךּףּ ḭ
אל ḭ
ḭ ︡

וֹ ḱ

ḱ ךּףּ קּ ︡
ḭפּ 6ṕ2024Ṗ ḭ

提供公園として５か所
（約5796m 2）が開設

提供公園（多摩区） 110

等々力緑地イメージ図富士見公園（R6.10 リニューアルオープン）



プロジェクト事業⑪ 生き物に配慮した緑化地づくり
ѩ֝ ƼҍȒƽ

・地域の生態系に配慮した植栽や、民有地等における屋上、壁面
緑化等を活用した建築物周辺の更なる緑化等により、生き物の
生息・生育に配慮した緑化を推進します。

【点検する項目】

・創出された緑化地面積や
緑化件数

【取組結果】

川崎市緑化指針により開発事業者に対して指導・助言を継続して行いました。今後も生き物の
生息・生育に配慮した緑化に関して指導・助言を進めていきます。

・500ỲỄ ḭ
︣ ḭ ︡ḭ

ḱ ḱ ︣
ḱ

ḱ ︡ ḭ
︣ ︣

ṕỎỌỞọỐỐ Ṗ ṕ 6ṕ2024Ṗ
ọṧ 77ṾṖ

ḱ緑化協定の締結 ḭ וֹףּ
（令和６（2024 ）年度実績62 件、緑地面積145ha ）
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Ⅱ 自然共生

▬ и ⅝ ╩≈⌂→╢

自然的環境保全配慮書 ＣＡＳＢＥＥ川崎
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

► й ╩≈⌂→╢

プロジェクト事業⑫ 市域の生き物について調べる
ѩ֝ Ƽ ȈȒƽ

・様々な事業等で蓄積されている生き物情報を適切に集めるととも
に、多くの主体が活用できるよう情報の整理を実施します。

【点検する項目】
・市内の生き物調査実施状況

【取組結果】

市内の生き物の生息・生育状況に関する調査を関係機関において実施しました。今後も市内の生
き物の生息・生育情報の収集・整理を進めていきます。

ḱ ḭ河川（４地点）、海域צּ
（２地点）、親水施設（３地点）、東扇島東公園
人工海浜（１地点）、多摩川河口干潟（３地点）
において生物調査を実施

ḱ קּ 6ṕ2024Ṗ
ểּפ 【鳥類23 種】

ḱ צּ ︡ ךּ ṡ
35 Ṣ קּ ךּ

アユ

紀要第３５号

生き物調査の様子

親水施設調査の様子 112



プロジェクト事業⑬ 生物多様性の新たな知見をつくる
ѩ֝ Ƽ ȈȒƽ

・市が実施する生き物調査における新たに設定した参照種の
活用方法や、生物多様性と関連のある気候変動に関する情
報など、市域の生物多様性に関する様々な知見を収集します。

【点検する項目】
・新たな知見の設定・収集状況

【取組結果】

生き物の視点から河川の水のきれいさを評価する指標を設定し、様々な知見を収集しました。
今後も生物多様性の状態の把握や多様な主体と連携した調査・研究を進めていきます。

ḱ ︡ ṡּק ךּ Ṣ ḭ
6ṕ2024Ṗ פּ Ḯ令和6（2024 ）

年度の指標魚種の生息地点割合は100 ％

ḱ
פṡּלּ קּאל Ṣ Ịּפ

ḱ ךּףּ ︡
Ḳ

ךּ
Ḳ

♩◒▼☺꜡ⱪה◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

► й ╩≈⌂→╢

植樹の様子

里山コラボ事業
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♩◒▼☺꜡ⱪה◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

► й ╩≈⌂→╢プロジェクト事業⑭ 生き物情報を“見える化”する
ѩ֝ Ƽ̟ǏȒƽ

・身近な生き物等に関する情報を集めるとともに、蓄積された情
報を「かわさき生き物マップ」等を活用し、効果的に発信します。

【点検する項目】
・生き物情報の発信状況

【取組結果】

季節ごとに生き物情報の投稿を呼びかけ、集まった市域の生き物情報を「かわさき生き物マッ
プ」に公開しました。秋と春（４か月間）にはアプリを用いた生き物探しイベントを実施し、今後投稿
された写真を活用して電子図鑑を作成する予定です。

ḱ ṇ ṇ ṡ פּ
Ṣקּאל ḭ
ṡּפ קּאל קּ Ṣ

ḱ וֹףּ קּ

ṕ令和６（2024 ）年度投稿17,089 件Ṗ

ḱ קּ ︡ ṡ קּ
︡ḵ in פּ Ṍקּאל

ḱ ṌṢ

かわさき生き物マップ

114
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プロジェクト事業⑮ 情報を活用してネットワークを構築する
ѩ֝ Ƽ̟ǏȒƽ

・生物多様性に関する様々な施設間での情報共有の推進や、市
民、事業者等、主体間での情報交流等を促進します。

【点検する項目】
・交流の機会等の実施状況

【取組結果】
令和6（2024）年度は市民団体、流域自治体、河川管理者等で構成する多摩川流域懇談会にお

いて多摩川流域セミナーを開催したほか、庁内の関係課長会議を開催しました。今後も様々な施
設間や、市民、事業者等、主体間での情報交流等を進めていきます。

・ ︡ ḭ
︡ḭ פּ

קּאל

ḱ ḭ ḭ
︣ ךּףּ ḭ

6ṕ2024Ṗ 多摩川流域セミナー
を２回開催

♩◒▼☺꜡ⱪה◓fi▫♦כꜞ ─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

► й ╩≈⌂→╢

生物多様性かわさき戦略

115

多摩川流域セミナー
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ḱ Ệṕ2022Ṗ ễ ︡ פּ קּאל ḭקּ
︡ Ḯ ḭ ︡

︣ ḭ נּ ḭלּ
ṇ ḭ אל

ךּ ︣Ḯ

ḱּפ קּאל קּ ךּ ḭֿכ ṇ ṇ קּ
ḭנּ 100 ︡ ḭ ︡

קּ ︡ ︡ Ḯ ḭ生き物マップの投稿件数は
17 ,089 件となり、目標（2,000 件以上）を達成しました。

ḱ קּ ︡ ḭ令和４（2022 ）年12 月に 15
ṕCOP15Ṗּצ אל ḭ世界目標が採択אל ḭ令和５（2023 ）年３月に

︡ḭ生物多様性国家戦略2023 - 2030 が策定אל ︡ Ḯ
ḭ地域生物多様性増進法が令和７（202 ５）年４月ּפ אל ḭ
צּ אל ︡ Ḯ

כֿ קּ ︡ḭ קּךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅱ 自然共生

2017年度
（Ｈ２９）

2018年度
（Ｈ３０）

2019年度
（Ｒ１）

2020年度
（Ｒ２）

2021年度
（Ｒ３）

2022年度
（Ｒ４）

2023年度
（Ｒ５）

2024年度
（Ｒ６）

2,951件 5,885件 3,136件 836件 415件 2,173件 13,017件 17,089件

＜参考＞ かわさき生き物マップへの投稿件数
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Ⅲ 大気や水などの環境保全
第２章 主な個別計画における取組状況

Ⅲ 大気や水などの環境保全

ה

─ ≠↑

ḱ ḭ ṡ
פּ Ṣקּאל פּ ︡ שּךּ ḭךּ פּ

︣ טּ צּ בֿ לּ ḭ
נּ ḭ ḭ ︡ḭ

︡ וֹ ךּ ︣Ḯ

─

Ệṕ2022Ṗ פּ 12ṕ2030Ṗ

ṕ ḭ ḭ ḭ Ṗḭ ṕ ḭ ḭ Ṗḭ ṕ
Ṗ ︡ ךּ ︣Ḯ ḭ ︣

︠︣ ︡ ︣Ḯ

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら
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基本施策Ⅱ-１
環境配慮意識の向上

基本施策Ⅱ-２
多様な主体との協働・連携

基本施策Ⅰ-1
大気や水などの環境保全

ṥ Ṧ

ḱ

︡

ḱ

וֹ

ḱ

ḱ

施策基本施策

大気

水

大気

水

水大気

大気
市民実感水

大気
市民実感水

大気 市民実感化学物質水

大気 市民実感化学物質水

大気 市民実感化学物質水

大気 市民実感化学物質水

大気 市民実感化学物質水

基本施策Ⅱ-３
事業者の自主的な取組の促進

基本施策Ⅱ-４
環境影響の未然防止 וֹ

וֹ

大気 化学物質水

市民実感化学物質

安
全
で
良
好
な
環
境
を
保
全
す
る

─
第２章 主な個別計画における取組状況

Ⅲ 大気や水などの環境保全

Ⅰ

基
本
施
策
の
方
向
性

安
心
で
快
適
な
環
境
を
共
に
創
る

基
本
施
策
の
方
向
性
Ⅱ

נּ

Ẇ
Ẇ
Ẇ

︣

地域
区分

Ẇ

Ẇ

Ẇ

主要な
環境分野

取組を効果的に
推進するための

2つの視点

בֿ
בֿ

大気

大気 化学物質水

大気 市民実感化学物質水

大気 化学物質水
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פֿ ḭ ḱ ḱ ḱ ṇ
ḭ ︣ ︡ ︣Ḯ

ṕ Ṯ פֿ אל PDCA ṯṖḮ
︣ ḭ ףּ PDCA ︡

ḭ ︡ ︣Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─
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︣ ḭ ị ị ךּףּ ḭ
צּ ךּ ẑ1 ︡ḭ

︡ ךּ ︣Ḯ

※1 測定局により測定項目は異なります。
※2 富士見公園局は令和7(2025)年3月1日に市役所前局に移転しました。
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─

基準年
2020年度（R2）

2024年度
（R6）実績

二酸化窒素の対策目標値（環境基準）下限
値（0.04ppm)以下を達成した測定局の割合

58.8 ％ 88.9％

─ 二酸化窒素の対策目標値（環境基準）下限値(0.04ppm)の達成

2030年度
（R12）目標

77.8%

ừ ⌐ ↑√

Ỉṕ202 4Ṗ 二酸化窒素の対策目標値（環境基準）下限値(0.04ppm) を達成し
た割合 ḭ88.9 ％ṕ ṕ ṡ ṢṖị

ṕ ṡ ṢṖỉ Ṗ ḭ 12ṕ2030Ṗ ṕ77.8ṾṖ ︣
ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ
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（ppm）

2024 ₴↓ ˘ ӓ ↓ǵ ṑḨ Ι ᾍ Ι ǯǵ
ʝ ᾯ

対策目標値（環境基準）上限値 (0.06ppm)

対策目標値（環境基準）下限値 (0.04ppm)
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ᾯ

池上 日進町 富士見公園 遠藤町 中原平和公園 二子 宮前平駅前 本村橋 柿生

対策目標値（環境基準）上限値 (0.06ppm)

対策目標値（環境基準）下限値 (0.04ppm)
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ừ ─

123

二酸化窒素の対策目標値下限値達成状況：一般局β 二酸化窒素の対策目標値下限値達成状況：自排局β

※測定装置の故障や測定局の移設等の影響で有効測定局数が異なる年度があります。

二酸化窒素の日平均値の年間98％値の推移
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─

基準年
2020年度（R2）

2024年度
（R6）実績

PM2.5の環境基準を達成した測定局の割合 100 ％ 100 ％

─ PM2.5の環境基準の達成維持

2030年度
（R12）目標

100 ％

124

ừ ⌐ ↑√

Ỉṕ2024Ṗ ḭ ị
Ị ︡ḭ 12ṕ2030Ṗ

ṕ100Ṿ Ṗ וֹ ︡
ךּ ︣Ḯ

─ ≤

※１ 令和6(2024）年度現在全17局（富士見公園局は令和7(2025)年3月1日に市役所前局に移転）
※２ 日平均値の年間98パーセンタイル値：年間の１日平均値の低い方から98％に相当する値
※３ 年平均値及び日平均値の年間98パーセンタイル値の両方に適合した場合に〇で表示
※４ 有効測定日が250日に満たないことから環境基準評価を行わない。また、年平均値及び日平均値

の年間98パーセンタイル値は参考値として取り扱う。

─
98

Ɽכ☿fi

♃▬ꜟ
β2

β3

ɛg/m ɛg/m ủ×

⁷ 9.2 23.2 ἑ

⁷ 9.9 24.8 ἑ

⁷ 9.9 24.2 ἑ

8.4 22.6 ἑ

⁷ 8.4 21.4 ἑ

⁷ 8.0 19.7 ἑ

⁷ 8.0 19.7 ἑ

⁷ 7.9 19.3 ἑ

⁷ 8.2 21.3 ἑ

⁷ 9.1 22.3 ἑ

9.1 22.2 ἑ
β (10.6) (29.2) -

8.3 20.8 ἑ

8.1 21.0 ἑ

⁷ 8.9 21.4 ἑ

8.4 21.1 ἑ

8.0 20.7 ἑ

⁷ 8.9 22.7 ἑ

β1

●☻
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環境基準達成局数 ḭ Ṅ 増加し、ị 環境
基準を達成︡ ךּ ︣Ḯ ḭPM2.5 98 ṇ 低
下傾向 ︣Ḯ

125

PM2.5の環境基準達成状況：一般局β PM2.5の環境基準達成状況：自排局

※ 令和４（2022）年１月に多摩測定局にPM2.5測定装置を新規設置したことにより、令和４（2022）年度から有効測定局数が１局増えています。

ＰＭ２.５の日平均値の年間98パーセンタイル値の経年変化ＰＭ２.５の年平均値の経年変化
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─

基準年
2020年度（R2）

2024年度
（R6）実績

光化学スモッグ注意報の発令日数 2日 9日

─ 光化学スモッグ注意報発令０日   

2030年度
（R12）目標

0日

126○◐◦♄fi♩ ─ ─ ─

ừ ⌐ ↑√
令和６（2024 ）年度の光化学スモッグ注意報の発令は９日 טּ ḭ Ể

קּ ︡ Ḯ

ừ ○◐◦♄fi♩─
ḭ ḭ ệ ︡ ךּ ︣Ḯ ḭ

ךּ ︡ ךּ ︣Ḯ

☻⸗♇◓ ─ ─
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─

基準年
2020年度（R2）

2024年度
（R6）実績

光化学オキシダント環境改善評価指標値※１ 0.0106 ppm
（2018～2020年度

平均値）

0.0103 ppm
（2022～2024年

度平均値）

─ 光化学オキシダント高濃度の低減

2030年度
（R12）目標

0.0103 ppm
（2028～2030年

度平均値）

127

光化学オキシダント環境改善評価指標値について

כֿ ḭ
ṕ ḭ Ṗ צּ
ḭשּ כֿ ︡ Ệ פּ 10

︡ḭ
ךּ ︣Ḯ

ḭ
︣ 国の指標ṕ Ị

99 Ṩ ễ
Ṗ ךּ ︡ḭ光化学オキシダ

ント濃度の長期的な変化をみてּקּך ︣Ḯ

ừ ⌐ ↑√

令和６（2024 ）年度の光化学オキシダント環境改善評価指標値※１は、0.0103ppm ḭ
12ṕ2030Ṗ (0.0103ppm Ṗ ︣ ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ

※２ 国の指標について

※１ 光化学スモッグ注意報が発令される４月から10月まで
の日中の光化学オキシダント生成量に着目して設定
各年度の実績は、直近３年分の平均値として算出

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000144968.html
https://www.env.go.jp/air/osen/pc_oxidant/shihyo_chukan.html
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

●光化学オキシダント環境改善評価指標値等の推移

光化学オキシダント環境改善評価指標値は、 טּ ︣Ḯ
ṕ ︡ Ṗ

טּ ḭצּ︣ ךּ ︡ ךּ ︣Ḯ
ךּ ︡ ךּ ︣Ḯ
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光化学オキシダント環境改善評価指標値（４～10月）の経年推移
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非メタン炭化水素の4～10月平均値の経年変化
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

129

⁸ ─

水系 番号 河川・地点名

多
摩
川
水
系

① 三沢川・一の橋

② 五反田川・追分橋

③ 二ヶ領用水宿河原線・出会い橋

④ 二ヶ領本川・堰前橋

⑤ 平瀬川・平瀬橋（人道橋）

⑥ 二ヶ領用水円筒分水下流・今井仲橋

鶴
見
川
水
系

⑦ 片平川・片平橋下

⑧ 麻生川・耕地橋

⑨ 真福寺川・水車橋前

⑩ 有馬川・五月橋

⑪ 渋川・渋川橋

⑫ 矢上川・矢上川橋

区分 番号 海域・地点名

運
河
部

１ 京浜運河千鳥町

２ 東扇島防波堤西

３ 京浜運河扇町

─BOD

─COD

ṕ ḱ Ṗ ︣ ḭ 12 ḭ ễ ךּףּ ḭ
ךּ ︣Ḯ



⌐ ↑√ ┘

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─

─ 河川のBOD及び運河部のCODの環境基準値適合    

基準年
2020年度(R2)

2024年度
（R6）実績

河川のBOD及び運河部のCODの環境基準値
の適合地点の割合

100 ％ 100 ％

2030年度
(R12)目標

100 ％
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ừ ⌐ ↑√
Ỉṕ2024Ṗ 河川のBOD ךּ ḭ12 地点全てでBOD の環境基準値に適合︡

︡ Ḯ
ḭ運河部のCOD ךּ ḭ３地点全てで環境基準値に適合︡ ︡ Ḯ

BODṕ Ṗ ḭ צּ אל
אל טּ ḭ ︣Ḯֿכ

צּ ךּקּ צּ ḭשּ ︡ ךּ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ

CODṕ Ṗ ḭ ︡
אל טּ ḭ ḭ ︣Ḯֿכ צּ
ךּקּ צּ ḭשּ ︡ ךּ כֿ ︡ ךּ ︣Ḯ
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ʾ— Ệ

ⱬ ʾ Ệכּ

⌐ ↑√ ┘

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

●河川のBODの推移
BODṕ75Ṿ ẑ1Ṗ ḭ טּ צּ

ךּ ︡ ךּ ︣Ḯ
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●運河部のCODの推移
COD ṕ75Ṿ ẑ1Ṗ ḭ

ךּ ︣ צּ ךּ ︣Ḯ

⌂ ─BOD─ 75 β1

─COD─ 75 β1β BOD⁸COD─ │⁸ ⌐╟∫≡ ⌂╡╕∆⁹

β ─ ─ ↕™ ⅛╠75 ⌐ ∆╢

BOD ךּ ḭ
︢ פֿ צּ ףּ
ḭ Ỉ אל ךּ ︣Ḯ

BḭC D צּ אל ףּ ḭ
צּ ︣Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─

─ 「きれいな水」の指標魚種の生息地点の増加   

基準年
2020年度(R2)

2024年度
（R6）実績

「きれいな水」の指標魚種の生息地点の割合 75 ％ 100 ％

2030年度
(R12)目標

100 ％
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₈⅝╣™⌂ ₉─

ρ Кǵ ǶƲ ḢƲ Ḣǵ ș ǠƳ
Ƽ ₡ǲǔȓǋƽ֕ǶƼǔȓǋƽǵ ǵ Ǔכֿ ǜȓǦ
᷂ șƼǔȓǋǱ ƽǵ ǵ ᷂כֿ ǯǠȒƳ

水質 非常にきれい きれい ややきれい

種名

アブラハヤ
ホトケドジョウ
シマドジョウ属
（ビリンゴ）

アユ
メダカ
ドジョウ
カマツカ
（マハゼ）

ギンブナ
オイカワ
モツゴ
（ボラ）

ừ ⌐ ↑√

Ỉṕ2024Ṗ ḭ ︡ ４地点※全てで「きれいな水」の指標魚種を確認︡
︡ Ḯ

水生生物調査地点

β 12 ─℮∟⁸ ⌐ ∏≈⁸ ≢ ∆╢╟℮⌐ ╩⇔≡™╕∆⁹



⌐ ↑√ ┘

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

●「きれいな水」の指標魚種の生息状況の推移

ễ 12 ḭ11 ︡ ︡ Ḯ

ミナミメダカ

絶滅危惧II類（VU）※

ドジョウ

準絶滅危惧（NT）※

ホトケドジョウ

絶滅危惧IB類（EN）※

β 【汽水・淡水魚類】環境省レッドリスト２０２０

アユ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─

─
市内のPRTR対象事業所から排出される化学物質の総排出量の維持又は低減

基準年
2019年度(R1）

2023年度
（R5）実績

市内のPRTR対象事業所から排出される第
一種指定化学物質の総排出量※

965 ｔ
（継続物質959t）

872 ｔ
（継続物質746ｔ）

●化学物質総排出量の内訳

β ─ │⁸ 2021 ≢ ⇔≡™╢
β 2023 ─ │⁸ 2025 ≢ ⇔≡™╢ ─
β ─ │P.26
β │⁸ 2023 ⌐ ─ ⅜№∫√⅜⁸

2019 ⅛╠ ⇔≡ ≤⌂∫≡™╢

2029年度
(R11)目標

965 ｔ以下
（継続物質959t）
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ừ ⌐ ↑√

ệṕ2023Ṗ PRTR פּ אל
872 ṕ 746t Ṗ ḭ ṕ2019Ṗ ︡ ḭ 9.6Ṿ ṕ

22Ṿ Ṗ︡ ךּ ︣Ḯ

ệṕ2023Ṗ
ḭ 83Ṿḭצּ

17Ṿצּ ︡ Ḯ
ệ

ḭ
ףּ ︣Ḯ 令和５年度排出先の割合 令和５年度排出量上位５物質とその主な排出先等

総排出量
872 トン

ṕ / Ṗ

1 184 ḭ

2 93
ḭ

ḭ

3 87 ḭ

4 63
ḭ ḭ

5 59
ḭ

ḭ



─ 大気や水などの環境が良好であるという市民実感の向上

⌐ ↑√ ┘

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

─

基準年
2020年度(R2)

2024年度
（R6）実績

市内の空気や川、海のきれいさの満足度 52.9 ％
（2016～2020年度

平均値）

55.3 ％
（2020～2024年

度平均値）

2030年度
(R12)目標

55.0 ％
（2026～2030年

度平均値）

2024 ─ ╛ ⁸ ─⅝╣™↕─
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ừ ⌐ ↑√

Ỉṕ2024Ṗ ḭ
קּ אלךּ ṕ ệ

Ṗ 55.3 ％ ḭ 12ṕ2030Ṗ
︣ ḭ ︡

ךּ ︣Ḯ

β ─ │ 26Ɑכ☺

ừ ─ ⌐ ↑√

︣ ṕ
︣ Ṗ ︡ שּךּ ḭ ṇ

︡ ṡ
Ṣ ︣ ︡ḭ

ךּ ︣Ḯ
ṕ שּ︡ 137 ṇ Ṍ140 ṇ Ṗ

つくろう！かわさき・空と水のミライ教室

項目 回答（％） 項目 回答（％）

満足している 10.2 まあ満足している 45.8

少し不満である 23.8 不満である 11.3

わからない 6.3
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─♩◒▼☺꜡fi◓ⱪ▫♦כꜞ
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♩◒▼☺꜡fi◓ⱪ▫♦כꜞ

ḱ ḭ ṡ Ṣḭṡ ḱ
Ṣḭṡ Ṣḭṡ Ṣ ︣

︣ ︡ ḭỊ ṇ וֹ ךּ ︣Ḯ

リーディングプロジェクト

７ 環境リスク評価を活用した化学物質管理の促進

Ị

１ 水辺の親しみやすさ調査を活用した環境配慮意識の向上

３ 市民創発型の地域環境改善に向けた「自分ごと化」の推進

２ 環境シビックプライドの醸成による環境配慮行動の促進

４ 市民参加型の大気を身近に感じる機会の創出

６ ＥＶカーシェアリングを活用した交通行動変容に向けた取組

８ 新たな知見による光化学スモッグ発生抑制に向けた取組の推進

基本施策
Ⅱ‐１
環境配慮意識
の向上

基本施策
Ⅱ‐2
多様な主体との
協働・連携

基本施策
Ⅱ‐３
事業者の自主的な
取組の促進

基本施策
Ⅱ‐４
環境影響の
未然防止

５ 次世代自動車のインフラ環境整備に向けた事業者連携による取組

Ⅱ
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и- ─

ṡ ︡ אל︣ Ṣ ḭךּ צּ טּ
קּלּ וֹפּ שּ ︣Ḯ צּ ︡ḭ ︡ ךּ︣
︣ כֿ ḭ קּךּ ︣Ḯֿכ ︣ כֿ ḭ
צּ ḭ אל ךּ ︣Ḯ

─ ♩◒▼☺꜡fi◓ⱪ▫♦כꜞ─

₃ ⌐ ⇔╘╢ ─ ₃ ⌐ ⇔╗▬ⱬfi♩ ─ ─

טּ ễ
31
ךּ ︡ Ḯ ḭ

ḭ
︡ ︡ Ḯ

ךּ ḭ
Ṍ 159

Ỳ
︡ ︡ Ḯ

水辺の楽校渋川「生物の水辺ゾーン」整備風景
137

É צּ ︡ ︡ ḭ夏休み水環境体験教
室を、川編（二ヶ領用水）を４回、湧水地編（黒川よ
こみね緑地）を４回実施︡ḭ ךּ

ḭ ︡ אל︣
קּ ךּ ︡ Ḯ

É ỞộỞ ḭ ︡ אל︣
︡ ḭ ︡ ︡ Ḯ

夏休み水環境体験教室

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000127591.html
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и- ─

♩◒▼☺꜡fi◓ⱪ▫♦כꜞ ◦ⱦ♇◒ⱪꜝ▬♪─ ⌐╟╢ ─

︣ וֹ ︣ ḭ ︣
ḭ צּ ḱ ḱ קּ ḭ ḭ
קּ ךּ נּ כֿ︣ ḭ

︣Ḯ

出前授業

É 市内の小学生等に対し８回出前授業を実施︡ḭ
קּ ḱ ךּ

ṇ ךּ נּ ḭ
ḭ וֹ ךּ נּ ︡ Ḯ

É 100 ︡ ṡ
נּ Ṣ Ệּפ

︡ ︡ Ḯ

─ ♩◒▼☺꜡fi◓ⱪ▫♦כꜞ─

₃₈◄◖◦♥▫√⅛≈₉ ─

ṇ ︡
ḭ ḱ ḱ קּ
︡
︣ ︡ ḭ

ễ
ךּ ︡ Ḯ ビオトープでの環境学習支援

138

₃ ─ ⅝╙─⌐ ∆╢ ─

水辺の生きもの動画（湧水地編）

︡ ḭ
קּ

ךּ כֿ צּ
קּ Ễ ︡ḭ
YouTube ︡ ︡ Ḯ

企画展



É 市民や事業者と連携したワークショップを８回実施︡ ︡
Ḯṡ שּ פḵּלּ ḱקּאל Ṣ
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É ︡ ḭ視程調査を紹介するワークショップや出前授業を４回実施︡ ︡ Ḯ
É ︡ḭ ︡ ︡ Ḯ
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⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/kurashi/category/29-1-4-20-0-0-0-0-0-0.html
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EVカーシェアリングステーション

公共用のEV用充電設備
（川崎市男女共同参画センター）
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2024

2025

VOC
ḱ

143

︣
ḭ
בֿ



↔≤─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

з- ╛ ⌂≥─

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

①大気環境
に係る事業
所等の監
視・指導

大気環境に係る法律や市条
例等に基づく立入調査

立入調査件数 立入調査 35件

大気環境に係る法律や市条
例等に基づく届出審査・指導

届出審査件数 届出審査 165件

石綿（アスベスト）飛散防止対
策に係る届出等の審査・指導

立入調査件数
届出審査件数

立入調査 959件
届出審査 11,964件

②水環境に
係る事業所
等の監視・
指導

水環境に係る法律や市条例
等に基づく立入調査

立入調査件数 立入調査 100件

水環境に係る法律や市条例
等に基づく届出審査・指導

届出審査件数 届出審査 261件

土壌汚染に係る届出等の審
査・指導

届出審査件数 届出審査 336件

ḱ ḭ
ḭ ḭ ḭ

שּ ḱ ḭ
קּ קּ ḭ

ךּ ︣Ḯ
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施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容等

2024年度（R6）実績

③大気環境
に係るモニ
タリングの
実施

大気環境の監視 NO2、PM2.5、SPM等

の環境基準の達成状
況

光化学オキシダントを除く全項目に
ついて、全地点で環境基準達成、
指針値に適合

光化学オキシダントに係る
監視

NMHC等の濃度等 光化学オキシダントの生成防止の
ための大気中炭化水素濃度の指針
値
98％適合

④水環境に
係るモニタリ
ングの実施

河川、海域の水質調査 ・水質環境基準等
・河川流量の状況

河川BOD 100％適合
運河部COD 100％適合
沖合部COD 0％適合
健康項目 100％適合
河川流量は概ね横ばいで推移

地下水質の監視 ・地下水環境基準等 29地点中29地点で環境基準を達成
（過去の調査で汚染が確認され、継続し
て調査を行っている地点を除く）

精密水準測量による地盤沈
下量の監視

地下水位の観測地点
数

11地点
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施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容等

2024年度（R6）実績

⑤苦情相談
及び緊急時
等への対応

騒音、振動に係る苦情相談対
応

苦情受付件数 Å騒音：382件
Å振動：114件

悪臭、ばい煙、粉じん等に係
る苦情相談対応

臨海部パトロール回
数

５回

事故時の対応 取組内容の実績 ・原因者へ再発防止に向けた指
導を実施（工場・事業場）
・関係機関と連携した現地調査等
を行い、54件に対応（水質事故）
・２件の水質事故及び苦情につい
て原因究明のための調査を実施

災害時の対応 ・協定の件数
・取組内容の実績

１件
有害物質等の漏洩・流出に迅速
に対応できるよう取組を実施

⑥大気や水
などの生活
環境保全に
係る取組の
実施

水処理センターの高度処理化
の推進

高度処理普及率 79％

合流式下水道の改善の推進 合流改善率 74％

下水道利用の促進 下水道普及率 99.6%

河川改修事業の推進 平瀬川支川の改修率 73%
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и- ─

ḭ
︠︡ ︣Ḯ ḭ פֿ פּ שּ︣ ︡ḭ

︣ ḭ נּ כֿ
︣Ḯ

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

①大気や水辺に
親しむ取組の推
進

水辺の親しみやすさ調査を
活用した環境配慮意識の向
上
【リーディングプロジェクト１】

イベント等における
調査の実施回数

９回
（詳細はLP1の実施状況参照）

水辺に親しめる河川環境整
備の推進

渋川 80％

水環境に係る調査及び普及
啓発（河川の生物調査など）

モニタリング調査地
点数

23地点

大気を身近に感じる環境調
査等の取組の推進

取組内容の実績 ワークショップ等において視程調査
について周知し、市民への参加促
進を実施
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╩ ╡╕∆⁹

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

②環境教育・環
境学習の推進

環境シビックプライドの醸成
による環境配慮行動の促進
【リーディングプロジェクト２】

・出前授業等の実施
回数
・アンケート結果

８回
（詳細はLP2の実施状況参照）

水辺に親しむイベント等の
実施

イベント等開催数 22回

地域環境リーダーの育成 地域環境リーダー数 407人（累計）

「エコシティたかつ」推進事
業の取組

環境学習支援回数 ３回

③効果的な情報
発信の推進

多様な世代に合わせた情報
発信

取組内容の実績 環境セミナーの開催やSNSによる
情報発信を実施

地域ごとの取組や環境デー
タの情報発信

取組内容の実績 各種環境データを地域ごと・水域
ごとにとりまとめ、HP等で発信

情報発信等による次世代自
動車の普及促進

１件（４台）

自転車の活用に向けた取組
の推進

取組内容の実績 ・シェアサイクルポートの設置拡
充を実施

・自転車に係るキャンペーン等で
広報啓発を実施
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и- ⌂ ≤─ ה

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

①市民協
働・連携の
取組

市民創発型の地域環境改善
に向けた「自分ごと化」の推進
【リーディングプロジェクト３】

ワークショップ等の
実施回数

８回
（詳細はLP3の実施状況参照）

市民参加型の大気を身近に
感じる機会の創出
【リーディングプロジェクト４】

視程調査周知活動
の実施回数

４回
（詳細はLP4の実施状況参照）

緑のボランティアなどの活動
支援

地域緑化推進地区
認定数

37箇所

ごみの減量化・資源化の推進
に向けた取組

ごみゼロカフェ開催
数

３回

צּ ךּ ḭלּ
ḱ ︣ ︡ ︣Ḯ ḭ

ḭ ṕPM2.5Ṗ
︣ ḭ ḭ

ḱ ︡ ︣Ḯ
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施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

②広域連携
等の推進

他自治体連携による取組 取組内容の実績 光化学オキシダント対策や自動車
公害対策等に関して、近隣自治体
と連携した調査・研究や動画等に
よる普及啓発を実施

国、自治体等が連携した東京
湾の環境調査

東京湾一斉調査の参
加団体数

23団体

新多摩川プランにおける市民
や流域自治体との協働・連携

協働・連携によるイベン
ト等の実施

１回

③優れた環
境技術の活
用による国
際貢献に向
けた連携の
推進

国際的な環境保全活動への
支援・連携

海外自治体とのプロ
ジェクト数

３件

環境関連ビジネスの創出及
び海外展開の支援

川崎国際環境技術展
等でのビジネスマッチン
グ数

842件

グリーンイノベーション
クラスターのプロジェク
トの年間件数

９件
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и- ─ ─

ḭ
︡ ︣Ḯ ḭ ︡
︡ ︣Ḯ

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

①交通環境配
慮行動の促進

次世代自動車のインフラ環
境整備に向けた事業者連携
による取組
【リーディングプロジェクト５】

取組内容の実績 公共用の充電設備の整備を目的
に、充電サービス事業者と連携し、
公共施設（７施設）にEV用充電設
備を設置し、供用を開始
（詳細はLP5の実施状況参照）

EVカーシェアリングを活用し

た交通行動変容に向けた取
組
【リーディングプロジェクト６】

取組内容の実績 民間企業と連携したEVカーシェア
リング実証実験について、拠点を
１箇所増設
（詳細はLP6の実施状況参照）

市バス車両の脱炭素化に向
けた取組の推進

ハイブリッドバスの市
バス車両に占める割合

29.4％

エコ運搬制度の運用 要請件数 16,168件

151



↔≤─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅲ 大気や水などの環境保全

и- ─ ─

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

②事業者の自
主的な取組の
支援

工場・事業場の自主的取組
を促す取組の推進（環境行
動事業所認定制度の運用）

環境行動事業所認定
数

32件（年度末時点）

揮発性有機化合物（VOC）等

排出削減に向けた取組の推
進（事業者等の排出状況の
把握及び自主的削減取組
の支援）

VOC削減に向けた支

援及び普及啓発を
行った事業者数

・リーフレット、HPによる情報発信
（セミナーでのVOC削減の啓発：278
人 等）

中小企業への円滑な資金
供給等の推進

融資実績 41,713百万円

脱炭素化に向けたエコ化支
援の推進

エコ化支援補助実施
件数

180件（累計）

③事業者との情
報共有の促進

事業者交流の取組（事業者
との連絡会など）

取組内容の実績 事業者・行政環境研究会において
若手社員を中心としたワークショッ
プを開催し、情報発信方法や自主
的取組について検討した。

事業者等のネットワークの
機能強化に向けた取組の実
施

取組内容の実績 川崎国際環境技術展等の様々な機
会を通じて、事業者との情報共有を
促進
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כֿתּ
︠︣ ḭ ︣ ︡ ︣Ḯ

ḭ ףּצּ ךּ ︣ ךּ︡
לּ ︣Ḯ

施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

①化学物質の
適正管理と理解
の促進

環境リスク評価を活用した化
学物質管理の促進
【リーディングプロジェクト７】

環境リスク評価等の実
施状況

自主管理委優先物質を取扱う４
事業所にフォローアップし、好事
例をとりまとめてホームページに
公表
（LP7の実施状況参照）

環境・リスクコミュニケーショ
ンの促進

セミナー開催数 ２件

②環境影響の
低減に向けた取
組

新たな知見による光化学ス
モッグ発生抑制取組の推進
【リーディングプロジェクト８】

事業者の自主的な排
出削減を促進する取組
の実施件数

10件

環境影響評価の推進 環境影響評価手続実
施件数

公告 42件

環境リスクの概念図
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施策 具体的取組 主な活動量・
取組内容

2024年度（R6）実績

②環境影響の
低減に向けた取
組

交差点などにおける渋滞緩和
対策の推進

取組内容の実績 ガス橋交差点の渋滞対策（右折車線設
置等）を完了させ、対策箇所5箇所すべ
ての対策を完了

街路樹の適正な維持管理の
推進

取組内容の実績 ・街路樹の剪定や除草等を適切に実施

・サクラ・ユリノキの診断サイクルに基づ
き樹木診断を実施
・北見方207号線ほかの樹木更新を実施

③環境影響の
低減に向けた調
査研究

大気環境に係る調査研究
（光化学オキシダントやPM2.5
等に係る調査研究など）

PM2.5の実態調
査件数

・PM2.5の実態調査 ４回（３地点）
・光化学オキシダントに関する調査11回

水環境に係る調査研究（公共
用水域における水質改善に係
る調査研究など）

市内の河川、海
域及び親水施設
等の水質や水生
生物の生息状況
調査の件数

河川親水施設調査 １件
河川の生物調査 １件
海域生物調査：１件
東扇島東公園アマモ・アサリ生育生息状況

調査 １件
多摩川河口干潟調査 １件

化学物質に係る調査研究
（環境リスク評価など）

調査・研究件数 国及び他自治体等との共同調査・研究
１件
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ḭ ḭ פֿ
טּצּ ḭ ︢
שּקּ וֹ ḭ ṕ Ṗḱ ṕ Ṗḱ
ṕ Ṗ ễ ︣ כֿ צּ קּ ︣Ḯ
כֿ ḭנּ פֿ

︡ ︣Ḯ

大気・水環境計画における本市の地域区分

▪ ההה ⌐
Ỉṕ2024Ṗ 11 פּ ỉṕ2025Ṗ Ễ

וֹפּ ḭ ︣ ︡ḭ
ךּ︡אל

לּ וֹ ṡ ṇ
ṇ Ṣ ︡ ︡ Ḯ

１５５

市バス等の車内にキャンペーンのポスターを掲出

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら
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▬ ההה ⌐ ⁸ ⁸

► ההה ⌐ ⁸ ⁸

אל ︠ כֿלּ ḭ ḭ ךּ
︡ אל ṡ Ṣ ︡ ︡ Ḯ

156

川の中で生きもの探し 顕微鏡で生きもの観察 多摩川で採れた生きもの

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

וֹ ḭ
ḭ ḭ

Ệ ṇ
ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ

︣
כֿ ḭ
︡ ךּ ︣Ḯ

オープン型宅配ボックス（麻生区役所）

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000113202.html

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000169904.html
https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000113202.html
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●リーディングプロジェクトの進捗状況

リーディングプロジェクト R６(2024) 取組内容

ể
︡ אל︣ ︡

Ễ
ḭ ︣

ễ
וֹ ṡ פֿ

Ṣ
פּ ḭ

ךּ נּ ṇ

Ệ ︢
︡ ḭ
︡

ệ
וֹ ṇ ︡ḭ EV

︡ḭ

Ỉ
Ốỡ ṇ ︡

וֹ
EV ṇ

ỉ
︡

Ệלּ ṇ
︡ḭ ṇ ṇ

Ị
וֹ

ḱ

Ỉṕ2024Ṗ ḭ ḭ ︡ ṇ

ḭ ︡ EV ṇ ḭ市民

や事業者と連携・協力・参加を促進する取組 ḭ ︣

環境影響の未然防止に関する取組 ṇ ︡ ︡ Ḯ
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R12 （2030 ）

目標
R6(2024)

実績
要因

二酸化窒素の
環境基準下限値

達成局割合
77.8 ％

88.9 ％
（達成）

שּ ḱ
ḭ

ḭצּ
︡

︡ ︡ Ḯ

PM2.5 の環境基
準の達成維持

100 ％
100 ％

（達成）

שּ ḱ
ḭ

ḭצּ PM2.5 צּ ︡ Ḯ

光化学スモッグ
注意報発令０日

０日
９日

（未達成）

ḭ
וֹ ḭשּ︣ ḭ
טּצּ ḭ ︡

וֹ קּךּ ︣Ḯ

光化学オキシダン
ト高濃度の低減

0.0103 ppm
0.0103ppm

（達成）
ḭ

ḭ וֹ קּךּ ︣Ḯ

─ ─

Ỉṕ2024Ṗ 光化学スモッグ注意報発令日数 ךּ ḭ目標の達成には至っ
ていませんּצḭ טּ

︣ ḭその他の成果指標は順調に推移︣ ḭ 12ṕ2030Ṗ
וֹ טּצּ ︡ Ḯ

●各目標の進捗状況
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R12 （2030 ）

目標
R６(2024)

実績
要因

河川のBOD 及び
運河部のCODの

環境基準値の適合
地点の割合

100 ％
100 ％

（達成）

שּ ḱ
ḭ ḭצּ

︡ ︡ Ḯ

「きれいな水」の
指標魚種の

生息地点の割合
100 ％

100 ％
（達成）

ḭצּ
︡ ︡ Ḯ

─ ─

Ỉṕ2024Ṗ ḭ ךּףּ 目標を達成︣ ḭ 12ṕ2030Ṗ
וֹ טּצּ ︡ Ḯ

R12 （2030 ）

目標
R５(2023) ※1

実績
要因

市内のPRTR対象
事業所から排出さ
れる第一種指定化
学物質の総排出量

965 t 以下
（継続物質※２ 959t ）

872 t
（達成）

継続物質746t
（達成）

︡
צּ ḭצּ PRTR
פּ אל
︡ ︡ Ḯ

─ ─

ệṕ2023Ṗ ḭ 目標を達成︣ ḭ 12ṕ2030Ṗ
וֹ טּצּ ︡ Ḯ

※１ 令和５（2023）年度の数値は、令和７（2025）年３月時点で把握している最新の排出量
※２ 令和５年度に対象物質の変更があったが、目標設定時（令和元（2019）年度）から継続して対象となっている物質
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─ ─

R12 （2030 ）

目標
R６(202 ４)

実績
要因

市内の空気や川、
海のきれいさの

満足度
55.0 ％

55.3 ％
（達成）

ḭ
︣ ṇ ḭ
︡ ︣ כֿ ḭ

︣ ︡ ︡ Ḯ

Ỉṕ202ỆṖ ḭ 目標を達成︣ ḭ 12ṕ2030Ṗ
וֹ טּצּ ︡ Ḯ

●総括

ḭ 12ṕ2030Ṗ ךּ ךּ טּ
ḭצּ︣ שּ ︡ ︡ ףּ ḭ 12ṕ2030Ṗ

︡ ךּ טּ כֿ פּ ḭ ḱ וֹ
טּצּ ︡ Ḯ
ṇ ︢ ︣ ḭ ḱ שּ
︣ כֿ ḭ ︠︡ קּךּ ︣Ḯ
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Ⅳ 資源循環

─ ≠↑

─

ḱ ḭ 28ṕ2016Ṗ פּ 7ṕ2025Ṗ 10
ḱ ︣ ḭỄṌỆ ︡

ḭ
שּ ︣
︡ ṡ Ṣ

ṡ Ṣ
ḭ ḱ

ḭ
נּ

ךּ ︣Ḯ
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⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000074512.html
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ךּףּ ︡ ︡ḭ ︣ ḭ
צּ Ễờṕךּ ṇ ḱ ṇ Ṗ ︡ כֿשּךּ צּ

︣Ḯ
ṡ ךּ︡אל ︠︡ Ṣ ḭ

ḱ ḱ ︡ḭ ḱ ︡
טּ ḭễ ︡ ḭ ︡ ךּ ︣Ḯ
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基本理念

ךּ︡אל ︠︡

基本方針
︡ḭ פֿשּ שּ ךּ ︡ ︣

ḱ ḱ ¬ ︡º ︡ḭאל ễờ ︡ ︣

︡ ︣

基本施策

ṡ Ṣ ︠︡

פֿ ḱ וֹ

וֹ

שּ

ḱ ︠︡ ẑ2

ẑ2  ễ ךּףּ ṡ ḱ ︠︡ Ṣ
ẑ1 ︡

β
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ḭṡֿפ Ṣ ṡֿפ Ṣ ︣
︡ḭ ḭ פֿ ︡ḭ

ḭךּ ṇ ṇ ṇ ךּ ︡ ︣Ḯ
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צּ

︠︣

ể ể טּ פֿ ךּ

ךּ

ṇ ṇ ךּ

פֿ ךּ

ךּ

ể טּ ךּ

לּ אל ךּ

ךּ

ṕ Ṗ ךּ

ṇ ךּ
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目標 指 標（レーダーチャート）
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ễ ḭ וֹףּ ḭ
כֿ︣ פּ ḭ ︡ḭאל

ễ ︡ ︡ ︡ Ḯ

וֹ ḭ לּ ḭ約８割ּצ
プラスチックごみ由来 טּ כֿ פּ ḭプラスチック製容器包装 分別率 向上ּצ ︣Ḯ
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Ỉṕ2024Ṗ 155 ḭנּ צּ ︡ שּךּ ḭễờ
ṕ ṇ ḭ ṇ ḭ Ṗ ḱ שּךּ
כֿ ḭごみの総排出量（資源化量＋ごみ焼却量）は削減

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ごみ総排出量
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１人１日あたりのごみ排出量

ḱ פֿ ḱ ︡ ṡ１人１日あ
たりのごみ排出量Ṣ ḭ Ễṕ2020Ṗ
פֿ טּצּ ḭ年々減少傾向 טּ ︣Ḯ
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ごみ焼却量

ごみ焼却量 年々減少︡ ךּ ḭצּ︣ Ễṕ2020Ṗ
ḭ צּ ḭ צּ ︣ טּצּ ︡ Ḯ

6ṕ2024Ṗ ḭ ḱ פּ ︡ ︡ Ḯ
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プラスチック製容器包装の分別率の推移

וֹףּ וֹ ḭ פֿ ︣שּ
כֿ צּ טּ כֿ פּ ḭ אל כֿ צּ ︣Ḯ

טּ אלḭ約６割は分別されず焼却צּ︣ ךּ כֿ פּ
טּ ỉṕ2025Ṗ 45Ṿ וֹ 取組の加速化が必要
︣Ḯ
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ごみ処理費用の推移

פֿ ḭ
ḭ ḱ ︡ קּ ︡ Ḯ ḭ

ễּפ 140 億円前後 ︡ ךּ ︣Ḯ
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▪ №√╡─↔╖

Ṇ ḱ
ḱ1 1 טּ פֿ ךּ ḭ ḭ

צּ ףּ ︣Ḯ DX ṇ
ṇ ḭ נּ 1

נּ ︣Ḯ

Ẇ

ḱể ể טּ פֿ ḭ ףּ ḭצּ︣ קּ ḭקּ ḭ
︡ḭ פֿ קּךּ ︣Ḯ

項目
基準値
（2020年

度）

実績値
（2021年

度）

実績値
（2022年

度）

実績値
（2023年

度）

実績値
（2024年

度）

目標値
(2025年度)

１人１日あたりのごみ排出
量

902ｇ 887ｇ 858 ｇ 820 ｇ 793 ｇ 872ｇ

（参考）家庭系ごみ排出量 354,132t 343,687ｔ 332,259ｔ 317,356ｔ 305,182ｔ -

（参考）事業系ごみ排出量 152,125t 155,257ｔ 150,438ｔ 146,470ｔ 143,119ｔ -

ẑ ḭ ễ וֹףּ
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▬ ↔╖

Ṇ ḱ
ḱ ḱ פֿ ︡ ḭ טּ ︣Ḯ
ḱ ḭ ṇ ṇ ḭ

ḭ ḭ ︡ ︡ ḭצּ
ḭ ṇ ṇ

צּ ךּ ךּ ︣Ḯ

Ẇ
ḱֿפ ḭ ḭ פֿ ḱ

קּךּ ︣Ḯ

171

項目
基準値

（2020年度）
実績値

（2021年度）
実績値

（2022年度）
実績値

（2023年度）
実績値

（2024年度）
目標値

(2025年度)

ごみ焼却量 35.8万トン 34.8万トン 34.0万トン 32.6万トン 31.5万トン 33.0万トン

（参考）家庭系焼却ご
み

26.2万トン 25.4万トン 24.6万トン 23.5万トン 22.6万トン -

（参考）事業系焼却ご
み

9.5万トン 9.4万トン 9.4万トン 9.1万トン 8.9万トン -

ẑ ḭ ễ וֹףּ
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► ⱪꜝ☻♅♇◒ ─

172

項目
基準値
（2020年

度）

実績値
（2021年

度）

実績値
（2022年

度）

実績値
（2023年

度）

実績値
（2024年

度）

目標値
(2025年度)

プラスチック製容器包装
の分別率

37.8％ 40.4％ 40.5％ 40.5％ 41.4％ 45.0％

Ṇ ḱ
ḱ ḭ ךּ טּ ḭ צּ ךּ ḭ ︡
ךּ ךּ ︣Ḯ
ḱ וֹףּ וֹ ḭ פֿ ︣שּ
כֿ צּ טּ כֿ פּ ḭ אל כֿ צּ ︣Ḯ

Ẇ
ḱ Ỉṕ2024Ṗ פּ ︡ḭ Ị(2026) פּ ︣

ḭ ︡ פֿ
ṇ ḭ Ṅ נּ כֿ

︣Ḯ

ẑ ḭ ễ וֹףּ
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▪ ┼─

₃ ∆═⅝
צּ ︡ ︡ וֹ ḭוֹ ךּטּ ︣
ḱ אל ṡ Ṣ

₃ ⌐ ∆╢
ה פֿ כֿ︣ צּ קּ ךּ ךּצּ ḭ
פֿ ṡשּךּ ךּטּ Ṣ ḭṡ ỞỚỞ
ṇ Ṣ וֹ ︡ ︡ Ḯ

▬ ┼─

₃ ∆═⅝
וֹףּ ︣ ḭ ḭ

פּ כֿ ︣ נּ

₃ ⌐ ∆╢
ḱ פֿ ṡ פֿ וֹ ḱ ︡ Ṣ ṇ ︡ḭ

︣ ḱ ︡ ︡ Ḯ
ḱ ︢ ḭ ︣

ḭ ךּ ︡ Ḯ
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► ה ┼─

₃ ∆═⅝
צּ ￼קּ ︣ ︡ḭ

₃ ⌐ ∆╢
ה ḱ ךּ ḭ וֹףּ ḭ

︣ ḭ וֹ ︡ ︡ Ḯ

◄ ┼─

₃ ∆═⅝
︡ ḭ

₃ ⌐ ∆╢
ợṕה Twitter Ṗ ︡ḭ ṡ נּ Ṣ︣ כֿ

︡ Ḯ
ḱ ṇ לּ ḭ טּ

ḭ ︡ḭ
ṇ כֿלּ ḭ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︡ ḱ ︡ḭễờ
ṇ ︡ḭ ễờ ךּ ︡ Ḯ

174



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

♩כꜗ♅כ♄כ꜠ ⌐╟╢ ─

基本
施策

指 標 方向性
基準年度

2014（H26）実績
2024年度
（R6）実績

指数

з

①１人１日あたりごみ排出量 少なく 998g 793g 120.5

②プラスチック製容器包装分別率 高く 34.4% 41.4% 120.4

③ミックスペーパー分別率 高く 34.9% 28.6% 82.0

и
④ごみ焼却量 少なく 370,849t 315,155t 115.0

⑤資源化率 高く 30.3% 29.8% 98.3

й ⑥廃棄物のうち最終処分される割合 少なく 10.4% 10.1% 102.7

к ⑦住民満足度 高く 56.7% 50.5% 89.1

л
⑧温室効果ガス総排出量 少なく 162,204t-CO2 156,192t-CO2 103.7

⑨エネルギー回収率 高く 11.5% 16.3% 141.5

26 2014 ─ ╩100≤⇔≡⁸ ─ ╩ ╩♩כꜗ♅כ♄כ꜠⁸⇔ ∫√ ╩ ™╕⇔√⁹
≤⇔≡⁸Ᵽꜝfi☻╟ↄ ⌐ ⅝™ ⅜ ™ ╒≥⁸ ⅜ ⌐ ⇔≡™╢≤ ⇔╕∆⁹

β₈ №√╡─ ₉│⁸ 2026 175
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

♩כꜗ♅כ♄כ꜠ ⌐╟╢ ─

β₈ №√╡─ ₉│⁸ 2026

β ↔╖ ↔╖     β ↔╖ ↔╖ ↔╖
β                                                β ⅛╦↕⅝ ▪fi◔כ♩
β
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①１人１日あたりごみ排出量β１

②プラスチック製容器包装分別率

③ミックスペーパー分別率

④ごみ焼却量β２

⑤資源化率β３⑥廃棄物のうち最終処分される割合

⑦住民満足度β４

⑧温室効果ガス総排出量β５

⑨エネルギー回収率

H26（基準年度） R5 R6
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▪ ₈ ₉╩╘↨⇔√
▪ ה ─

₃ICT╩ ⇔√ ה ─ ₒ ₓ
ḱỒỔỒỌ ṇ ḭ ễ Ệ פּ ḱ ể ể

ṇ צּ אל כֿ ḭךּ ṡּש ︡ פֿ Ṣ
︡ ︡ Ḯ

177

₃ ⌂ ┼─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ḱ ︡ ṡ ךּטּ Ṣ 151 ︡ ︡ Ḯ
ḱ וֹ פֿ ︡ ︣ ︡ ︡ Ḯ

β ─ ⅝⌂
◄◖ ◄◖⌂ ╠⇔⌐≈⌂⅜╢

β
₃ ה ┼─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ṡ צּ ︡ טּ Ṣ כֿ

︡ ךּ ḭנּ ︡ ︡ Ḯ
ḱṡ פֿ ṇ Ṣ 91 ︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

出前ごみスクール開催校数 102校 91校

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ふれあい出張講座の開催回数 146回 151回
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

₃ ⌂ ⌐ ↑√ ≤↔╖─ ↑ ה ⇔ ─ ⌂ ₒ ₓ ◄◖
ḱ וֹ פֿ ︡ ︣ ︡ ︡ Ḯ

178

▪ ₈ ₉╩╘↨⇔√
▬ ─

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

SNS アクセス数 261,031回 351,969回

アプリの閲覧数 1,465,283回 1,577,906回

₃ ⌂ ╩ ⇔√ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ṇ ḭ ṇ ṕֿפ Ṗ
︣ ḭ ︢ כֿלּ ḭ

︡ Ḯ
ḱXṕ Twitter Ṗ ṡ פֿ ḱ Ṣ ךּףּ ḭ
ḭ ︣ ḭךּ וֹ פֿ ךּ

︡ ︡ Ḯ
ḱ אל ṇ ︡ḭ ︢

︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

リーフレットの配布数 104,300部 86,600部

多言語リーフレット配布数 7,200部 6,900部

アプリの閲覧数（再掲） 1,465,283回 1,577,906回
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▪ ₈ ₉╩╘↨⇔√
▬ ─

₃ ─ ─ ₒ ₓ
ḱ ךּ ḭ ṇ ṇ ︡ ḭ

ךּףּ ︡ ︡ Ḯ

179

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

リーフレットの配布数（再掲） 104,300部 86,600部
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▪ ₈ ₉╩╘↨⇔√
► ─

₃ ≤─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ︣ ḭ ךּ

︡ ︡ Ḯ
ḱ צּ ︡ḭ וֹ ︡ ︡
Ḯ

180

各区で行って
い る 好 事 例
は 指 導 員 だ
よりで横展開
をしているよ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

市（区）減量指導員連絡協議会
の開催回数

40回 41回

地域環境リーダーの
修了者数（累計）

399人 407人

₃↔╖♀꜡◌ⱨ▼⌂≥ ─ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ḭ ḭ ṇ פֿלּ ễ

︡ḭֿפ ḱ ︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ごみゼロカフェの開催 ３回 ３回
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
▪ ↔╖─ ה

₃ ה ⌐ ↑√ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ךּףּ ḭ ︡ אל

ṇ ︡ḭ ︣ ךּ ︡ Ḯ

181

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ミックスペーパー分別率 30.6% 28.6%

プラスチック製容器包装分別率 40.5% 41.4%

家庭系資源化率 25.9% 26.2%

₃ ─ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ︡ḭ צּ וֹףּ

ךּ ךּ ︡ Ḯ ḭ
ṇ ︡ḭ ךּ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

製品の簡易包装又はレジ袋
削減に取り組んでいる店舗数

（協力要請を行った店舗数）
1,942店 1,895店



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
▪ ↔╖─ ה

₃ ה ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ27 ︡ 140ỹ ︡ ︡ Ḯ
ḱ ךּ ︡ḭ ṇ ṇ

︣ כֿ ḭ ︡ Ḯ

古着は、毎年衣替えの
時期に、区役所などで
重点回収しているよ！

182

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

資源物の拠点回収 134t 140ｔ

店頭回収の取組紹介数
（エコショップ認定店で資源物

等の店頭回収実施店舗）

237件 237件



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
▪ ↔╖─ ה

₃ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ וֹ ḭ וֹפּקּ ךּ ︡ Ḯ

183

₃ⱪꜝ☻♅♇◒↔╖ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ךּ ḭ

ḭ פֿ ḭנּ ệ
ṕ2023Ṗ פּ ︡ḭ 146
︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

１人１日のワンウェイプラスチッ
ク排出量

85g 87g

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

資源集団回収量
（全体）

32,138t 30,781t

普通ごみに含まれる資源集団回
収対象物の量

13,962t 11,657ｔ



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
▪ ↔╖─ ה

184

₃ⱪꜝ☻♅♇◒ ─ꜞ◘▬◒ꜟ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ Ỉṕ2024Ṗ Ệ פּ ךּףּ ṡ

Ṣ ṡ Ṣ ḭṡ
Ṣ ︡ ︡ ︣

︡ḭ ỉṕ2025Ṗ Ệ פּ ḱ
︡ ︡ Ḯ

טּ ḭ ḱ ףּ ךּ וֹ
ṡ פֿ וֹ ḱ ︡ Ṣ

ḭ ḱ וֹ ︡ḭ
ךּ ︡ Ḯ

Ịṕ2026Ṗ ︡ ︣Ḯ

ḱ ỉṕ2025Ṗ פּ ḭ
ṕ ễ Ṗ ︡ḭ

וֹ ︡ Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
▬ ↔╖─ ה

₃ ─♩כꜟꜟ◒▬◘ꜞ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ פֿ וֹ ︣ ḱ ךּ ︡ Ḯ

ךּ ḭ ךּ צּ ︡ḭ
301 ︡ Ḯ ḭ ךּ ḭ89,074t
︡ Ḯ

ḱ ṇễּפ ︡ ךּ ךּ ḭ וֹ
וֹ ךּ ︡ Ḯ ḭ

ḭנּ ḭ ￼שּ
וֹפּ ︡ Ḯ

185

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

焼却ごみに含まれる事業系古
紙の量

36,869t 41,521t

事業系焼却ごみ量 91,004ｔ 89,074ｔ



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
► ↔╖─ ה

ủ ⅝╡ ─ ₒ ₓ ◄◖
ṇ ḱ ễּק ṡ קּךּ

ḭ קּ ḭ קּ Ṣ ךּ ︡ Ḯ

ủ ↔╖─ ⌐ꜟ◒▬◘ꜞה ╢ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ פֿ ṇ ṇ ︡ḭ2,543 ךּ
︡ Ḯ 5ṕ2023Ṗ ṕ2,250 Ṗ ḭ 6ṕ2024Ṗ

︡ ︡ Ḯ
ḭ ︡ פֿ ︣ כֿ ḭ פֿ

︡ קּךּ ︣Ḯ

186

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

普通ごみに含まれる食品廃棄物の量 53,712t 50,463t

１人１日あたりの普通ごみ排出量 396g 380g

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

生ごみリサイクルリーダーの派遣による
対応人数

2,250人 2,543人
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▬ ↔╖─ ה ⌐ ↑√
► ↔╖─ ה

ủ ꜡☻ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ṇ ︡ ḭ ḱ ︡ קּ

ṇ ︡ḭ ︣ כֿ ךּ
︡ Ḯ
ḱ ︡ ṇ ︡ ḭ ỉּפ
וֹףּ ︢ ḭֿפ ḭךּ
880 ︡ Ḯ

187

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

普通ごみに含まれる食品ロスの量 16,987t 16,101t

ủ ꜡☻ ─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ שּ ︣ ︡ḭ ḱ ךּ

ḱ ךּ ︡ Ḯ ḭ ︡
ễ ︣ ḭ ṇ ︡ ṇ ךּ ḭ
ỉּפ וֹףּ נּ ḭֿפ
ךּ ︡ Ḯṡ Ṣ ḭ לּ

ḭ685ךּ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

事業系ごみに含まれる食品ロスの量 9,193t 6,598ｔ



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

► ─ ⌐ ↑√
▪ ה ⌂ ─

ủ ה ┼─ ₒ ₓ
ḱ ךּ ḭ וֹףּ ḭ
︣ ḭ וֹ ︡ ︡ Ḯ

ủ ⌐⅔↑╢ ה ⌂ ─ ₒ ₓ
ḱ ךּףּ ︣ קּ ︣ ḭ
︡ ︡ Ḯ ḭ

︡ ︡ Ḯ

188

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

取組の進捗状況 65% 65％

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

取組の進捗状況 90% 90％



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

► ─ ⌐ ↑√
▬ ☿fi♃כ ─ ⌂

ủ ⌂ ─ ₒ ₓ
ḱ Ỉṕ2024Ṗ ṇ ḭךּ

︡ ︡ Ḯ
ḱ ễ ṇ ṕ ḱ ḱ Ṗ וֹףּ ḱ

ךּ ḭ ṇ ḭנּ ṇ
︣ ḭ ︣ ︡ ︡ Ḯ

189

橘処理センター

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ごみ焼却量 326,121t 315,155t
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

► ─ ⌐ ↑√
▬ ☿fi♃כ ─ ⌂

ủ ☿fi♃כ─ ₒ ₓ
ḱ קּ ךּ ḭ לּ

︡ ︡ Ḯ

190

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

建設計画の進捗状況 43% 48%

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

整備等の進捗状況 80% 100%

ủ ─ ₒ ₓ
ḱ ṇ ṇ

︡ ︣ ḭṡ
Ṣ ︡ ︡ Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

191

► ─ ⌐ ↑√
► ה ⌂ ─

ủ ─ ╩ ╘√ ≤ ─ ─ ₒ ₓ
ḱ ךּ ḭ ḱ ︡ ︡
Ḯ

ḱ פֿ ךּ ḭ ︡ צּ ḭ ḱ ḱ ḱ
נּ ḭ Ỉ(2024 Ṗ פּ ḱ

ḱ ךּףּ ︡ḭ ḱ ︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

取組の進捗状況
（川崎・多摩・麻生区の委託検討状況）

100% 100%



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

◄ ≢ ⌂ ≠ↄ╡─
▪ ╕∟─

ủ╕∟─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ︣ ḭ ךּ

︡ ︡ Ḯ
ḱ צּ ︡ḭ וֹ ︡ ︡
Ḯ

３Ｒ推進デーにおける啓発活動

192

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

集積所の改善指導回数 209回 206回
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

◄ ≢ ⌂ ≠ↄ╡─
▪ ╕∟─

ủ ◐ꜗfiⱭכfi─ ₒ ₓ ◄◖
ḱ ṇ 82 ︣ ḭễờ ṇ 61
︡ḭ ︡ ︡ Ḯ

ポイ捨て禁止及び路上喫煙防止統一キャンペーン

193

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

キャンペーンの実施回数 78回 82回



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

◄ ≢ ⌂ ≠ↄ╡─
▬ ⌐☼כ♬ ⇔√ ─

ủ↔╖ ─ ₒ ₓ ◄◖
ה ḱ פֿ 108 ︡ ︡ Ḯ

ủ ╩ ⅎ√┤╣№™ ─ ₒ ₓ
ḱ ךּטּ ךּ ḭ ḱ ךּצּ פֿ 1,301 ḭ פֿ

2,053 ︡ḭ ךּ ︡ Ḯ ḭ נּ ḱ
ךּטּ ︡ Ḯ

194

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ふれあい収集の実施世帯数（普通ごみ） 1,338世帯 1,301世帯

ふれあい収集の実施件数（粗大ごみ） 2,118件 2,053件

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

ごみ相談窓口の実施回数 107回 108回
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

◄ ≢ ⌂ ≠ↄ╡─
► ─

ủ ─ ₒ ₓ
ḱ פֿ וֹ ︣ ḱ ךּ ︡ Ḯ

ךּ ḭ ךּ צּ ︡ḭ
301 ︡ Ḯ
ḱ ṇ (223 99 ) ṇ ךּ ︡ Ḯ
ḱ ︡ ḭ פֿ אל

ḭ ṇ ︡ נּלּ לּ וֹ
ךּ ︡ Ḯ

収集保留シール

195

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

立入検査・指導回数 270回 301回
焼却ごみに含まれる
家庭系資源物の量

50,080t 51,258t



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

◄ ≢ ⌂ ≠ↄ╡─
► ─

ủ ─ ₒ ₓ
ḱ ḭ

לּ ḭ צּ פּ
︡ḭ ךּ

︡ Ḯ

ủ ∟ ╡ ─ ₒ ₓ
ḱ Ệṕ2022Ṗ Ệ ể ︣

ḭנּ ṇ שּ
︡ צּ ךּ ︡ Ḯ

196

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

指導回数 88回 89回

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

内容審査の実施車両数 43,395台 42,911台
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

○ ה ╩╘↨⇔√
▪ ◄Ⱡꜟ◑כ ─ ⌂

197

ḱֿפ ךּ ︣ ︣ כֿ ḭ ︡
ṕ Ṗ ︣ ḭפּ 107GWh ︡ ︡ Ḯ

ḭ Ỉṕ2024Ṗ פּ ṇּצ ︡ḭ

︡ ︡ Ḯ
ḱ ךּ ḭ צּ ḭ ︢ צּ

ḭ ףּ ךּ ︡ Ḯ ︡

︡ ḭצּ ṇ ḭ ệṕ2023Ṗ
צּ ể ︡ ︡ Ḯ

ḱ וֹ ךּ ḭ ệṕ2023Ṗ ệ

︡ ṡ Ṣ קּ ︡ ︡ Ḯ
︡ḭ ḭ ︣

︡ ︡ ︡ Ḯ

参考指標 2023年度（R5） 2024年度（R6）

年間発電量 85GWh 159GWh

年間売電量 50GWh 107GWh



─

ḱ ḭ Ệṕ2022Ṗ פּ ễ ḭקּ
פֿלּ ḭ שּ

︡ ךּ ṇ ︣ קּ ︡ Ḯ

ḱ「１人１日あたりのごみ排出量」 ḭ Ễṕ2020Ṗ
פֿ טּצּ ḭ Ṅ טּ ︣Ḯ

6ṕ2024Ṗ ḭ ︡ 27Ử ︡ḭֿכ פֿ
ḭDXפּ ṇ ṇ נּ

︣Ḯ

ḱ「ごみ焼却量」 Ṅ ︡ ךּ ḭצּ︣ Ễṕ2020Ṗ
ḭ צּ ḭ צּ ︣ טּצּ ︡ Ḯ

6ṕ2024Ṗ ḭ ḭ ︡ḭֿכ ḭDX
ṇ ṇ נּ ︣Ḯ פֿ ḭ

ḭ ḱ קּךּ ︣Ḯ

ḱ「プラスチック製容器包装の分別率」 ḭ ךּ טּ ḭצּ︣ Ỉ
אל ￼ אל ךּ כֿ פּ טּ ỉṕ2025Ṗ 45Ṿ וֹ

צּ ︣Ḯ
脱炭素化 שּךּ 重要な取組 ︣Ḯ令和６（2024 ）年度ּפ ḭ
プラスチック製容器包装とプラスチック製品の一括回収 ︡ḭ

וֹ ḭ ךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

198



─

ḱ ṇ ṇ ṇ ṕP175Ṗ ḭṡ ṇ ṇ Ṣ ṡ Ṣּצ
ךּ ךּ ︣Ḯ

ḱ ṇ ṇ ךּ ḭ פּ ︣ ḭ
פּ Ṅ טּ ḭ ṇ ṇ צּ נּ ︣Ḯ ḭ
ṡ ṇ ṇ Ṣ טּ ḭễ ︡ ךּ ︣Ḯ
資源に回すことのできるミックスペーパーの多くが焼却処分אל ךּ כֿ פּ ḭ

    分別率向上のため、効果的な普及啓発 ︡ קּךּ ︣Ḯ

ḱṡ Ṣ ḭ ṕ2019Ṗ צּ ḭ Ễṕ2020Ṗ
טּצּ ḭֿפ ︡ כֿ צּ

שּ אל קּ ︡ Ḯ ệṕ2023Ṗ 49.9Ṿ ḭ ṇ
ể ︡ Ḯ ךּ ṇ ︣ ḭ

קּךּ ︣Ḯ

ḱֿכ ḭפּ ṇ ṇ ṇ ךּףּ 100 ךּ ḭ
שּ קּךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

─ ↑

בֿ ︠︣ קּ 「成長と成熟の調和による持続可能な最幸のまち
かわさき」 ḭנּ טּ ḭפּ

︢ ︡ ḭ環境分
野の計画と連携しながら産業廃棄物の3R 及び適正処理を推進する計画 ︡ ḭ
︡ ךּ ︣Ḯ

─
4ṕ2022Ṗ פּ 7ṕ2025Ṗ 4

ṥ Ṧ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ

川崎市産業廃棄物
処理指導計画

ṥ Ṧ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ
ḱ

ṥ Ṧ
ḱ
ḱ
ḱ

ṥ Ṧ
ḱ ṡּפ קּאל ṇ

2050Ṣ
ḱ

ḱ

環境分野の主な個別計画

ḱ
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─

基本理念ṡ נּ ḱ Ṣ Ệ
施策の柱ḭ Ị 個別施策 ︡ḭ 30 具体的取組 ︡ ךּ
︣Ḯ לּ ḭ ︡ ︡ḭ

︡ צּ ḭ פּ קּךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

基本理念 施策の柱 個別施策

脱
炭
素
化
を
見
据
え
た
安
全
・安
心
で

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
の
実
現

脱炭素化の推進

災害・緊急時の
廃棄物対策

３Ｒ・適正処理の
推進

環境保全意識の
向上

２の個別施策

２の個別施策

２の個別施策

２の個別施策

具体的取組

７の具体的取組

４の具体的取組

15の具体的取組

４の具体的取組

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

https://www.city.kawasaki.jp/300/cmsfiles/contents/0000072/72204/Outline.pdf


─ ─
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︡ ( ) ệ
︡ ךּ ︣Ḯ

︣ וֹ
長期的には減少傾向にありḭ ệṕ2023Ṗ וֹףּ 年間2,483 千トン
ךּ ︣Ḯ קּ ḭקּ 3R ︡ קּךּ ︣Ḯ

3,304 
3,078 

2,869 
2,508 2,556 2,483 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

1999
(H11)

2004
(H16)

2009
(H21)

2014
(H26)

2019
(R1)

2023
(R5)

˦ Ер/ ˧



2,556 

2,483 2,500 

2,000

2,200

2,400

2,600

2019
(R1)

ם

2023
(R5)

ם

2025
(R7)

˦ Ер/ ˧

⌐ ↑√

ḱ 6 ךּףּ קּ פּ 2,500
︡ ︡ ךּ ︣Ḯֿכ וֹףּ ṕ 24 ︡ḭ

3Ṿ Ṗ ṕ 5.7Ṿ Ṗ ךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

▪ ⌐ ∆╢

ṡ令和7（2025 ）年度における排出量2,500 千トンを目指すṢ

ḱ 6ṕ2024Ṗ ︡
ḭ ệ

ṕ2023Ṗ ḭ2,483 千
トン ︡ Ḯ וֹףּ

לּ
ḭ73

ךּ ︣Ḯ

ḱ ︣ ḭצּ︣ קּ
קּ ︡

︣ ḭ
ḱ ︣ ḭ
︣

קּךּ ︣Ḯ
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32%
34%

32%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

2019
(R1)

ם

2023
(R5)

ם

2025
(R7)

™

⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ צּ ︡ḭ ︣ צּ ךּףּ ḭ
ṕ2019Ṗ אל ךּ ḭלּ 32 ％ כֿ︣
︡ ךּ ︣Ḯ

ḱ 6ṕ2024Ṗ ︡
ḭ ệ

ṕ2023Ṗ ḭ
צּךּ קּ צּ

︡ כֿ ḭ34%ךּ
ṕ2019Ṗ ︡Ễ

︡ Ḯ

ḱ ︣ ḭצּ︣
קּ ḭקּ
שּ קּךּ ︣Ḯ

「令和７（2025 ）年度における再生利用率32% を目指す」

▬ ⌐ ∆╢
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58%

71% 71%
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ФжІЎАϼ χ™

⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ וֹ ︡
ךּ בֿ ךּ ︣Ḯ 26ṕ2014Ṗ פּ ṕ2019Ṗ 5

再生利用率の増加率を令和7（2025 ）年度まで維持させるֿכ ḭ 71Ṿ
︡ ︣Ḯ

ḱ Ỉṕ2024Ṗ ︡
ḭ ệ

ṕ2023Ṗ
ḭ
שּ

ḭ71%ךּ ṕ2019Ṗ
︡13

︡ Ḯ

ḱ ︣ ḭצּ︣
קּ קּ ḱ
︣ ḭ ︣

קּךּ ︣Ḯ

「廃プラスチック類については、再生利用率71% を目指す」

▬ ⌐ ∆╢
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⌐ ↑√

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

「令和７（2025 ）年度における最終処分量43 千トンを目指す」

ḱ וֹףּ נּ ︡ḭ 11ṕ1999Ṗ
טּ 185 פּ 77Ṿ ︡ 43 千トン ︡

︡ ךּ ︣Ḯ

► ⌐ ∆╢

ḱ Ỉṕ2024Ṗ ︡
ḭ ệṕ2023Ṗ

ḭ
צּ ︡ ḭ ṕ

Ṗּפ
צּ ︡ כֿ

ḭ56 千トン 11 (1999)
︡70% ︡

Ḯ

ḱ ḭוֹ קּ ḭקּ
ḭ

ễRḱ
וֹ ︣ ḭ

ḱ ︣ ḭ
︣ ךּ

קּ ︣Ḯ
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─
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Ⅳ 資源循環

ה ︡ ḭנּ ︣
   ︣ כֿ ḭ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

2024
(R6)

31

5

וֹ ḭ ︡ḭ令和32
（2050 ）年の脱炭素社会の実現 ︡ ︣Ḯ

─ з ─

ⱪꜝ☻♅♇◒ ─

廃プラスチック類のケミカルリサイクル施設
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─
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Ⅳ 資源循環

ⱪꜝ☻♅♇◒ ─

─ з ─

ḱ ︡ḭ ḱ ḭוֹ
קּ ︡ ︡ Ḯ

ḱ פּ 水素等を製造するケミカルリサイクル ḭ
︡ ︣ כֿ ḭ

︡ ︡ Ḯ

ḱ ︣ ḭ ṇ
ḭ

︡ḭ וֹ ḱ ךּ ︡
Ḯ



─ з ─

209

─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

2024
(R6)

︣ ︡ ךּ 48

⌐╟╢ ─ ─

ḱ פּ ︣ ṇ ︡ ḭ ṇ
︣ ḭ廃棄物熱回収施設設置者認定制度の活用 ︡ ︡ Ḯ

ḱ ṇ לּ ḭ
︡ ︡ Ḯ

ḱ ︣ ךּףּ ḭ
וֹ ךּ ︡ḭ ḱ ךּ ︡ Ḯ
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─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

エコドライブ１０のすすめ（チラシ）

─ з ─

⌐╟╢ ─ ─

ḱ צּ ︡ וֹףּ
וֹ ḱ כֿלּ

וֹ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︡
   環境に配慮した運搬（エコ運搬） לּ לּ
ḭךּ    ︡ לּ לּ ︡
   ︡ Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

╛ ─ ⌐ ℮ ─ ⅛≈ ⌂ ─

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

2024
(R6)

︣
ệ

ḱ ︣ ךּףּ ḭ ︣
︡ḭ ḱ ךּ ︡ Ḯ

─ и ה ─

︣ פּ לּ ḭ
ḱ ︡ קּךּ ︣Ḯ

災害廃棄物の仮置き場
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─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

─ и ה ─

╛ ─ ⌐ ℮ ─ ⅛≈ ⌂ ─

ḱ ךּ ךּ ︡ Ḯ

ḱ לּ ︣ צּ ︡ ḭ
ךּ ḭ ︡ ḭ פּ

צּ נּ לּ ḭ処理業者や事業者団体等との連携の強化 ︡ Ḯ

ḱ ︣ ẑ ךּ ḭ
ךּ ︡ Ḯ

ẑ ךּ

טּ ḭ וֹ ︡ וֹ ḭצּךּ

טּ ḭֿכ ḭ כֿלּ לּ

כֿ צּ קּ Ḯ
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─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

2024
(R6)

︣
ệ

ḱ ךּףּ צּ ︡ḭ צּ ︢ כֿ צּ ךּ
לּ ḭBCP（業務継続計画）の作成ガイドラインを作成︡ḭ
︣ ︡ ḭ וֹףּ ︡ ︡ Ḯ

─ и ה ─

ה ⌐⅔↑╢ ─ ─

BCP
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ צּ ︡ ︡ḭ ︡ 事業者にフィー
ドバックするֿכ ḭễR וֹ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ךּףּ ḭễR ךּ
   ︡ ︡ Ḯ

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

3R─

2024
(R6)

273

7

─ й 3Rה ─

各種リサイクル法 ḭ וֹ ḱ ︣ כֿ ḭ
3R ︡ ︣Ḯ

立入検査での指導・助言
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ḱ ︣ ︢ ḭ פּ אל
צּ לּ לּ ḭ

וֹ ךּ ︡ Ḯ

ḱ ︣ ḭאל ḭ ṇ
ễ ךּ ḭ ︢ וֹ ︣

לּ    ︡ ︡ Ḯ

ḱ各種リサイクル法ּצ אל ḭלּ ḭ
︡ḭ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︡ ︡ ︡ḭ
︡ ︡ Ḯ

ḱ ︢ ḭ וֹ ︡ ︡ Ḯ

─ й 3Rה ─

3R─
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Ⅳ 資源循環

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

ḱ立入検査等 ︢ ḭ ḱ לּ ḭ
ḭ ḭ

   ︣ כֿ ḭ צּ אל
כֿ    צּ ךּ לּ ḭ ḱ ךּ ︡ Ḯ

2024
(R6)

Ễịỉ

Ịệ

7

PCB ḱ ṇ Ḳ100.0 Ṿ
Ḳ99.9  Ṿ

─ й 3Rה ─

─

PCB廃棄物（変圧器・安定器）
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ḱ צּ פּ אל לּ ḭ ḱ לּ ḭ
   ︣ ḭ Ṅ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ḭפּ וֹ
   ︢ ḭ ḭ
כֿ︣    ︡ ︡ Ḯ

ḱ ḱ וֹ ḭパトロールの実施や監視カメラによる監視
ḭ生活環境事業所や警察等の関係機関と連携してנּ    לּ ḭ ḭ

ḭ ︣ ṡ Ṣ
︡ ︡ Ḯ

ḱ אל ṡ ( )Ṣ
  ︡ ḭ

︡ ︡ ︣ ︡ ︡ Ḯ

─ й 3Rה ─

─
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ḱ ךּ︡ ︡ ︣ טּ
אל ḭ ︡ ḭ וֹ ḭ

ṕ ệצּ פּ ỉ Ṗ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︡ ḭ כֿלּ ḭ
ḭ排出事業者の産業廃棄物の適正処理 ︡ ︡ Ḯ

ḱ וֹ ḭ ︡ ךּ ךּ
︡ לּ ḭ ︡ ︣ ḭ

電子マニフェストの普及促進 ︡ Ḯ

ḱ צּ ︣ ︡ḭṡ שּ
Ṣ שּ ḭ כֿלּ ḭ感染性廃棄物の適正処理 ︡

︡ Ḯ

ḱPCB ︡ ḭ לּ ḭ וֹ
︣ כֿ ḭPCB 期限内の確実な処理 ︡ Ḯ

PCB ︡ ḭ 8 צּ ףּ ḭ ךּ
︣ ḭ ךּ ︡ Ḯ וֹ ךּ
︣Ḯ

─ й 3Rה ─

─
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─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

─ й 3Rה ─

─

ḱ (4 ) ︡ ḭךּ וֹ
ךּ ︡ Ḯ

ḱ ḭ ךּ
ṇ ṡ פּ צּ נּ ךּ ︣Ṣ Web ︡Web

︣ ḭ 2024 ︣ ךּ ︡ Ḯ

ḱ ︣ צּ ︣ ṇ
︢ ḭ35 ḭךּ וֹ ךּ ︡ Ḯ

ḱ ḭ ︡ ךּ ︣ ︢ḭ
︣ ךּ ︡ Ḯ
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第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ ךּ וֹ
  ṇ ḱ
  ︡ ︣
לּ   ḭSNSṕ ṇ ṇ
  ṇ Ṗ ︡ ︣
ךּ    ︡ Ḯ

ḱ ḭ ףּ ︣Ḯ

─ ─

2024
(R6)

︣
ỉ

ể

パンフレット 「知っておきたい産廃のこと」

─ к ─

ḭ ḭ ḭ市民や事業者の環境保
全意識の向上 ︣Ḯ



221

─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ḱ לּ פּ
︡ḭ産業廃棄物の3R の取組への市民参加 ︡ ︡ Ḯ

ḱ ךּ וֹ ḱ
   ︡ḭ3R ︣ ךּ ךּ ︡ Ḯ

ḱ צּ לּ כֿלּ ḭ ךּ
ḭ ︡ ︡ Ḯ

ḱ ︡ ḭ講習会やメール配信等を活用しḭễR
︣ כֿ ḭễR

︡ḭ צּ ︡ Ṅ וֹךּ ḭלּ
︡ Ḯ

─ ─

─ к ─

─ ─



─

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅳ 資源循環

ẇ ḭ ṡ נּ ḱ
Ṣ ḭ「脱炭素化の推進」ḭ「災害・緊急時の廃棄物対策」ḭבֿ

「3R ・適正処理の推進」 「環境保全意識の向上」 Ệ
︡ ךּ ︣Ḯ

ẇ Ỉṕ2024Ṗ ︡ ḭ ệṕ2023Ṗ וֹףּ
לּ ︣Ḯּך￼ ךּ ỉṕ2025Ṗ

ḭוֹ 3R וֹ
ḭ ḭ ḭ

ḭ総合的かつ計画的に産業廃棄物施策を推進︡וֹ קּךּ ︣Ḯ

目標 2023 年度(R5)

排出量 2,500 千トン 2,483 千トン

再生利用率 32% 34%

廃プラスチック類
の再生利用率

71% 71%

最終処分量 43 千トン 56 千トン
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ה ▪◒◦ꜛfiⱪ꜡◓ꜝⱶ

┘

Ⅴ その他
第２章 主な個別計画における取組状況

Ⅴ １
環境教育・学習アクションプログラム

ễṕ2021Ṗ
פּ ệ

▪
ךּףּ ḭ ︠︣ קּ ︡ בֿ ṡ פּ ︣

פּ קּאל Ṣ וֹ ḭ環境教育・学習により貢献する。

▬
豊かな未来へつなぐ心の輪 ～‘知っている’から‘できる’へ～

川崎市環境教育・学習
アクションプログラム

整合

⇔ↄ│↓∟╠

詳しくはこちら

223

https://www.city.kawasaki.jp/300/page/0000125658.html


צּ Ṍ Ṍ
נּ Ṍ ḱ Ṍ
︣פּ Ṍ Ṍ

▪◒◦ꜛfiⱪ꜡◓ꜝⱶ─

市民 事業者・
学校等

川崎市

つながる

家庭、職場、
地域、学校等

コーディネーターの育成
活動の場の充実

伝える

活かす

活かす

環境教育・学習の持続的な発展

ḭ ḭ
︡ ḱ ︡ ḭṡ צּ Ṣḭ

ṡ נּ Ṣḭṡ Ṣ︣פּ ễלּךּ ︡ ךּ ︣Ḯ

第２章 主な個別計画における取組状況
Ⅴ １
環境教育・学習アクションプログラム
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ṡ צּ Ṣḭṡ נּ Ṣḭṡ Ṣ︣פּ ễלּךּ
ךּ ḭ ︡ ︣Ḯ
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⌐ ∂√

⌂ ┼─

⌂

й ≤∕─ ₈ ⅛∆₉

─ ≤⌂╢ ─ ≤∕─

ה ⌐ ╢ ה ─

⌐≈⌂→╢√╘─ √⌂
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─ ה

צּ ︡ ︣ ṡ Ṣ ḭ צּ צּ
קּ ︣ ṡ Ṣ ḭ ḭ ךּ ︣Ḯ

▪
ṡ צּ Ṣḭṡ נּ Ṣḭṡ פṢֿ︣פּ ḭ事業実施件数 イベント・

講座等実施回数 ︡ ךּ ︣Ḯ
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▬ ─

2019 ( )
( )

2023
( )

2024
( )

≈⌂⅜╢
59 55 55

™ ⅜╟™
▬ⱬfi♩ה 1,007 1,120 1,147

ⅎ╢
61 58 61

™ ⅜╟™
▬ⱬfi♩ה 385 462 586

⅛∆
11 11

™ ⅜╟™
▬ⱬfi♩ה 284 131 155

Ỉṕ2024Ṗ ḱ ḱ
ḭṡ צּ Ṣּ55צ ḭ1,147 ḭṡ נּ Ṣּ61צ ḭ586 ḭṡ 11צṢּ︣פּ ḭ

155 ︡ Ḯ 6 ṕ2024Ṗ 令和5（2023 ）年度よりも
ḱ 概ね増加傾向 טּ ḭ צּ פּ
令和元（2019 ）年度（プログラム策定時）と比較しても、同程度の水準まで回復︡ ךּ
︣Ḯ



─ ה

►
環境全般 ḭ脱炭素化ḭ自然共生ḭ大気や水などの環境保全ḭ資源循環
פֿ ḭ צּ צּ קּ ︣ ︡ ḭ
ṡ Ṣ ︡ ךּ ︣Ḯ
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◄ ─
︡ ︡ ךּ 20 項目のうち、 Ỉṕ2024Ṗ ệ

ṕ2023) ︡ 11 項目が目指す方向性の推移 ︡ Ḯ ḭプログラム策
定時と比較すると13 項目が目指す方向に進んでいます。

2019 ( )
( )

2023
( )

2024
( )

⌐ ⇔√ ╩ ∫≡
™╢ ─

49.9 48.2 48.2 ™ ⅜╟™

─ 59.6 85.1 88.6 ™ ⅜╟™

─ 27.2 28.1 22.8 ™ ⅜╟™

NPO 42 45 42 ™ ⅜╟™

√╡
2.5♩fi

(2018 )
2.16♩fi

(2021 )
2.23♩fi

(2022 )
⌂™ ⅜╟™

◄Ⱡꜟ◑כ
200,000kW

(2019 )
217,000kW

(2022 )
236,000kW

(2023 )
™ ⅜╟™

80 75 76 ™ ⅜╟™

☻▬ꜛ♅ꜟכ◒ 26,591 Ί β Ί β ™ ⅜╟™

β ⅜ ╘≡⅝√ ◖♦₈⅜₉☻▬ꜛ♅ꜟכ◒₈ ₉⌐ ⇔⁸ ╩ ⇔√√╘ ≤⌂∫≡™╕∆⁹



2019 ( )
( )

2023
( )

2024
( )

╛ ─ ⅛↕ 69.1 70.7 71.7 ™ ⅜╟™

─Ⱳꜝfi♥▫▪ 2,337 2,271 2,200 ™ ⅜╟™

⌐╟╢ 103 8 136 143 ™ ⅜╟™

⅝ ⱴ♇ⱪ 3,136 13,017 17,089 ™ ⅜╟™

╛
⌂≥─

╛ ⁸ ─⅝╣™↕
53.9 55.7 56.0 ™ ⅜╟™

13.5
(2018 )

17.5
(2022 )

20.9
(2023 )

™ ⅜╟™

⅛╦↕⅝◄◖♪ꜝ▬Ⱪ
8,519 8,539 8,540 ™ ⅜╟™

√╡─
235L 238L 239L ⌂™ ⅜╟™

√╡─↔╖ 905g 820g 793g ⌂™ ⅜╟™

꜡☻ 250 686 685 ™ ⅜╟™

↔╖
205 298 292 ™ ⅜╟™

↔╖ ▪ⱪꜞ♄►fi꜡כ♪ 13 6 23 6 26 4 ™ ⅜╟™
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意見書の提出

皆様からのご意見をお聞かせください

ṡ ỉṕ2025Ṗ פּ קּאל Ṣ ךּ ḭֿפ ךּ︠פֿ ︡ ḭ טּ
ḭốỌợḭ ṇ ףּ שּ ךḮּךּאל ךּ ḭ אל

ךּ קּ ︣Ḯ

ṥ Ṧ
Ẓ210 -8577 ể 20

044 -200 -2386
ốỌợ 044 -200 -3921

ṇ 30kikaku@city.kawasaki.jp
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Ⅰ 脱炭素化

ể Ḳ

       Ḳ044 -200 -2405

Ⅱ 自然共生

ể     Ḳ

       Ḳ044 -200 -2399

Ễ פּ קּאל   Ḳ

       Ḳ044 -200 -3720

Ⅲ 大気や水などの環境保全

ể ḱ    Ḳ

       Ḳ044 -200 -2398

Ⅳ 資源循環 

ể   Ḳ

       Ḳ044 -200 -2558

Ễ   Ḳ

       Ḳ044 -200 -2596

Ⅴ その他

ể ḱ Ḳ

       Ḳ044 -200 -2387

Ⅰ 環境基本計画 年次報告   Ḳ
        Ḳ044 -200 -2386

第１章 環境基本計画 年次報告

第２章 主な個別計画における取組状況
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